
ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1 ： 今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?
問2：富士山登山鉄道構想についてどう思いますか?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。

●締め切り
8月31日（木）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は
賞品の発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただ
くことがあります。

●応募先
山梨県広聴広報グループ
「ふれあい読者プレゼント」係
〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1

次の①～⑤とアンケートにご回答ください。応募は「はがき」ま
たは「応募フォーム」でお願いします。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号

アンケートに答えて応募しよう!

「おいしい未来へ  やまなし」については、
県ホームページをご覧ください。

「富士の介の生の切り身（約１００ｇ×４切セット）」 抽選で5名の方に！
おいしい未来へ  やまなし

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

Facebook 広報番組県ホームページ 広報誌Twitter

県政情報発信中！

YouTube

商品提供：割烹みつい
応募フォームは
こちら
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【巻頭】
令和5年度6月補正予算 豊かさ共創社会に向け加速!



知事2期目の本格予算案
柱は「ふるさと強靱化」と「『開の国』づくり」

豊
か
さ
共
創
社
会
に
向
け
加
速
！

7月3日時点での情報を基に作成しています。

　
長
崎
県
政
2
期
目
初
め
て
の
本
格
的
政
策
予
算
と
な
る
今
回
の
6

月
補
正
予
算
。キ
ー
ワ
ー
ド
は「
豊
か
さ
共
創
加
速
化
予
算
」で
す
。「
豊

か
さ
共
創
」と
は
、生
活
基
盤
、文
化
、教
育
、防
災
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

「
豊
か
さ
を
も
れ
な
く
届
け
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
」山
梨
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、豊
か
さ
を
量
・質
・面
で
築
き
、県
民
一
人
一
人
の
幸
福
感
を

最
大
化
す
る
た
め
に
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
総
額
は
、骨
格
的
予
算
に
肉
付
け
す
る
も
の

と
し
て
過
去
最
大
規
模
の
5
0
7
億
円
。喫
緊
の
課
題
で
あ
る
物
価

高
騰
対
策
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、山
梨「
発
」で
日
本「
初
」と
な
る
取

り
組
み
を
創
出
。さ
ら
に
財
政
の
健
全
化
・持
続
可
能
性
も
確
保
し
て

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
が
転
換
期
を
迎
え
た
今「
ふ
る
さ
と
強
靱

化
」と「『
開
の
国
』づ
く
り
」を
柱
と
し
て「
豊
か
さ
共
創
社
会
」に
向
け

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。

（単位：億円） （単位：億円）

地方公共団体が一定の行政サ-ビスを提供できる
よう、財源が不足する団体に国が配分するお金
県民税や事業税など、県に納められる税金
県税の延滞金や預金利子、県からの貸付金の元利
償還金など、他の収入科目に含まれない収入
特定の事業の財源として国が交付するお金
公共施設や道路の整備などの資金を調達するため、
県が国や銀行などから長期にわたり借り入れるお金

地 方 交 付 税

県  税
諸 収 入

国 庫 支 出 金
県 債

県立学校の運営や整備などに使うお金
道路の整備や河川の改修などに使うお金
商業や工業の振興などに使うお金
社会福祉や児童福祉などの事業に使うお金
県債の返済に使うお金
健康増進や疾病予防、環境保全などに使うお金
農業、林業、水産業の振興などに使うお金
犯罪や交通事故の防止などに使うお金

教 育 費
土 木 費
商 工 費
民 生 費
公 債 費
衛 生 費
農林水産業費
警 察 費

地方交付税
1,405
（25.5%）

諸収入
935

（17.0%）

県 税
985

（17.9%）

国庫支出金
849

（15.4%）

県 債
497

（9.0%）

その他収入
834

（15.2%）

商工費
795

（14.4%）

教育費
877

（15.9%）

公債費
713

（13.0%）

土木費
810

（14.7%）

民生費
738

（13.4%）

衛生費
274（5.0%）

農林水産業費 
267（4.9%）

その他支出  455（8.3%）

予算のポイント

山梨の持つ可能性を実力に変える編成と配分

　県民の皆さんの生活基盤を強く安心なものにする「ふるさと強靱化」。あらゆる可能性を取り込み、豊かさの基となる価値が創出
される、全ての人に対して開かれた「『開の国』づくり」。この公約の早期実現を目指し、積極果敢な挑戦を強力に進めていきます。

「ふるさと強靱化」と「『開の国』づくり」に向けた豊かさ共創加速化予算ポイント1

　コロナ危機の中にあっても本県は前進し続けてきました。これからも進むべき明確な「ふるさとの豊かさを創る道」を県民の皆さ
んと一緒に歩んでいくために、物価高騰にも対応しながら必要かつ十分な予算、事業数になっています。

過去最大規模「507億円」の肉付け予算ポイント2

　公約を実現する攻めの予算である一方で守りも重視し、健全な財政の構築と将来にわたり安定した財政基盤を確実なものとす
る取り組みも継続します。県の借金である県債予算のうち、国から交付税で措置される割合は昨年度同様の水準を維持するととも
に、実質的に県が負担することになる県債残高（防災・減災分除く）については、4年連続で減少しています。

財政の健全性・持続可能性の確保ポイント4

　全国に先駆けてスタートした、施設の感染症予防対策であるグリーン・ゾーン認証制度は「山梨モデル」として各地に広がりました。
今回の予算でも、全国に範を示す発想・発案で、日本では初めてとなる他に類を見ない先駆的な取り組みを創出しています。

●子ども家庭福祉大学院運営費交付金
県立大学が設置する、児童虐待に対応する専門人材
育成のための大学院開設に必要な経費を交付

●資金調達サポート事業費
認定ベンチャーキャピタルなどと協調したスタートアップ
（新興企業）への出資

山梨「発」で日本「初」の取り組みを複数創出ポイント3 5,505億円一般会計6月現計予算額
※当初予算などとの合計額

実質的県負担県債等残高（防災・減災分除く）

予算額 うち地方交付税措置額 地方交付税措置率

4,500

4,600

R1（実績）

5,009

R2（実績）

4,993

R3（実績）

4,831

R4（見込）

4,731

R5（見込）

4,729
4,700

4,800

4,900

5,000

5,100
（億円）

4年連続減少

6月現計

歳 入
5,505億円

6月現計

歳 出
5,505億円

総務費
355（6.4%）

警察費  221（4.0%）

記者会見で令和5年度6月補正予算案を説明する長崎知事

補正予算規模 事業数
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県債（臨財債を除く）の予算額と地方交付税措置
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7月3日時点での情報を基に作成しています。
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（単位：億円） （単位：億円）

地方公共団体が一定の行政サ-ビスを提供できる
よう、財源が不足する団体に国が配分するお金
県民税や事業税など、県に納められる税金
県税の延滞金や預金利子、県からの貸付金の元利
償還金など、他の収入科目に含まれない収入
特定の事業の財源として国が交付するお金
公共施設や道路の整備などの資金を調達するため、
県が国や銀行などから長期にわたり借り入れるお金

地 方 交 付 税

県  税
諸 収 入

国 庫 支 出 金
県 債

県立学校の運営や整備などに使うお金
道路の整備や河川の改修などに使うお金
商業や工業の振興などに使うお金
社会福祉や児童福祉などの事業に使うお金
県債の返済に使うお金
健康増進や疾病予防、環境保全などに使うお金
農業、林業、水産業の振興などに使うお金
犯罪や交通事故の防止などに使うお金

教 育 費
土 木 費
商 工 費
民 生 費
公 債 費
衛 生 費
農林水産業費
警 察 費

地方交付税
1,405
（25.5%）

諸収入
935

（17.0%）

県 税
985

（17.9%）

国庫支出金
849

（15.4%）

県 債
497

（9.0%）

その他収入
834

（15.2%）

商工費
795

（14.4%）

教育費
877

（15.9%）

公債費
713

（13.0%）

土木費
810

（14.7%）

民生費
738

（13.4%）

衛生費
274（5.0%）

農林水産業費 
267（4.9%）

その他支出  455（8.3%）

予算のポイント

山梨の持つ可能性を実力に変える編成と配分

　県民の皆さんの生活基盤を強く安心なものにする「ふるさと強靱化」。あらゆる可能性を取り込み、豊かさの基となる価値が創出
される、全ての人に対して開かれた「『開の国』づくり」。この公約の早期実現を目指し、積極果敢な挑戦を強力に進めていきます。

「ふるさと強靱化」と「『開の国』づくり」に向けた豊かさ共創加速化予算ポイント1

　コロナ危機の中にあっても本県は前進し続けてきました。これからも進むべき明確な「ふるさとの豊かさを創る道」を県民の皆さ
んと一緒に歩んでいくために、物価高騰にも対応しながら必要かつ十分な予算、事業数になっています。

過去最大規模「507億円」の肉付け予算ポイント2

　公約を実現する攻めの予算である一方で守りも重視し、健全な財政の構築と将来にわたり安定した財政基盤を確実なものとす
る取り組みも継続します。県の借金である県債予算のうち、国から交付税で措置される割合は昨年度同様の水準を維持するととも
に、実質的に県が負担することになる県債残高（防災・減災分除く）については、4年連続で減少しています。

財政の健全性・持続可能性の確保ポイント4

　全国に先駆けてスタートした、施設の感染症予防対策であるグリーン・ゾーン認証制度は「山梨モデル」として各地に広がりました。
今回の予算でも、全国に範を示す発想・発案で、日本では初めてとなる他に類を見ない先駆的な取り組みを創出しています。

●子ども家庭福祉大学院運営費交付金
県立大学が設置する、児童虐待に対応する専門人材
育成のための大学院開設に必要な経費を交付

●資金調達サポート事業費
認定ベンチャーキャピタルなどと協調したスタートアップ
（新興企業）への出資

山梨「発」で日本「初」の取り組みを複数創出ポイント3 5,505億円一般会計6月現計予算額
※当初予算などとの合計額

実質的県負担県債等残高（防災・減災分除く）

予算額 うち地方交付税措置額 地方交付税措置率

4,500

4,600

R1（実績）

5,009

R2（実績）

4,993

R3（実績）

4,831

R4（見込）

4,731

R5（見込）

4,729
4,700

4,800

4,900

5,000

5,100
（億円）

4年連続減少

6月現計

歳 入
5,505億円

6月現計

歳 出
5,505億円

総務費
355（6.4%）

警察費  221（4.0%）

記者会見で令和5年度6月補正予算案を説明する長崎知事
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本
県
在
住
の
外
国
人
と
地
域
住
民
と
が

互
い
の
文
化
を
理
解
し
、
多
様
な
価
値
観

を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
多
文
化
共
生

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
準
備
段
階
か
ら
日
本
人

と
外
国
人
が
協
働
す
る
こ
と
で
交
流
を
促

進
し
、
信
頼
感
や
自
己
肯
定
感
の
醸
成
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
が
安
心
し
て

医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
、
電
話
医

療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
に
向
け
た

試
行
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
国
籍
、
性
別
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
な

ど
を
問
わ
ず
、
多
彩
な
人
材
が
集
う
こ
と

で
「
集
合
知
」
が
形
成
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
導
か
れ
る
「
共
生

社
会
や
ま
な
し
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ル
ス
感
染
症
の
診
療
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
た
に
外
来
対
応
を
開
始
す
る
医
療
機
関

に
対
し
医
療
機
器
な
ど
の
整
備
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

　
県
は
、
診
療
所
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
、

よ
り
身
近
な
医
療
機
関
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
新

た
に
外
来
対
応
医
療
機
関
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
感
染
症
に
対
し

て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　
急
な
病
気
や
け
が
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
か
迷
っ
た
と
き
に
電
話
で
相
談
で
き
る

窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

　
本
県
の
救
急
出
動
件
数
に
対
す
る
軽
症

者
の
割
合
は
、
令
和
元
年
で
45
・
5
%
、

令
和
2
年
で
43
・
3
%
と
、
約
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
出
動
件
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
救
急
隊
へ
の
通

報
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
が
長
く
な

る
な
ど
の
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
電
話
相
談
は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
が

病
気
や
け
が
の
症
状
を
把
握
し
た
上
で
、

救
急
要
請
の
必
要
性
の
有
無
に
加
え
、
診

療
科
目
の
案
内
や
応
急
手
当
の
方
法
に
つ

い
て
助
言
す
る
も
の
で
す
。
限
り
あ
る
救

急
車
両
や
隊
員
な
ど
の
救
急
資
源
を
真
に

必
要
な
方
の
た
め
に
確
保
し
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
と
安
心
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
医
療
機
関
、高
齢
者
施
設
、障
害
者
施
設
、

保
育
施
設
な
ど
の
光
熱
費
や
食
費
を
支
援

し
ま
す
。

　
国
が
決
め
る
価
格
（
公
定
価
格
）
で
収

入
が
算
定
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
物

価
高
騰
分
を
転
嫁
で
き
ず
厳
し
い
運
営
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
、
来
年
度
ま
で
公
定
価

格
が
変
更
さ
れ
な
い
た
め
、
早
急
な
支
援

が
必
要
で
す
。

　
県
が
迅
速
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

全
て
の
県
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
守
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
へ
の
対
応
で
中
心
的
な
役
割

を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
大
学
院
を
、
県

立
大
学
に
設
置
し
ま
す
。
児
童
虐
待
問
題
に

特
化
し
た
大
学
院
は
日
本
初
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
児
童
虐
待
の
対
応
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
虐
待
の

背
景
に
あ
る
問
題
も
多
様
化
し
て
い
る
た

め
、
担
当
す
る
職
員
の
専
門
性
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
大
学
院
を
修
了
し
た
方
が
、
在
学
中
に

得
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
困
難
な
虐
待
事

案
に
も
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
本
県

そ
し
て
全
国
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
守

り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
生
活
を
よ

り
良
い
も
の
に
変
革
す
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
意
識

を
県
民
の
中
に
醸
成
す
る
た
め
、
中
小
企

業
や
自
治
会
、
学
校
な
ど
で
、
講
座
・
研

修
会
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
業
の

人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
や
専
門
家
の
派
遣
、
中
高
生
・
大
学

生
に
対
し
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
学
び
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
慣

れ
親
し
む
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
や
生

活
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
不
妊
治
療
を
受
け
る
方
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
「
先
進
医
療
」
の
費
用

　「
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン 

プ
レ
ミ
ア
ム
認

証
制
度
」
に
国
際
的
な
衛
生
機
関
か
ら
お

墨
付
き
を
も
ら
い
、
国
内
外
で
「
安
心
な

観
光
地
・
山
梨
」
の
認
知
度
を
高
め
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
独
自
の
取
り
組

み
で
日
本
中
に
「
山
梨
モ
デ
ル
」
を
普
及

さ
せ
た
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度
。

さ
ら
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
感
染
症
対
策
を

講
じ
た
施
設
を
認
証
す
る
制
度
と
し
て
始

ま
っ
た
の
が
「
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン  

プ

レ
ミ
ア
ム
認
証
制
度
」
で
す
。
こ
の
認
証

を
受
け
る
た
め
の
基
準
の
一
部
を
、
国
際

衛
生
基
準
（
Ｗ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
）
と
同
様
の
基
準

と
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
施
設
の
付
加

価
値
が
高
ま
り
ま
す
。
よ
り
上
質
な
旅
行

体
験
を
し
た
い
人
々
か
ら
選
ば
れ
る
地
と

な
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
幅
広
い
医
療
機
関
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

外
展
開
へ
の
活
動
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

　
医
療
機
器
市
場
の
成
長
力
を
県
内
企
業

の
伸
び
る
力
と
し
て
取
り
込
み
、
雇
用
の

創
出
な
ど
県
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
な
生
活

に
つ
な
げ
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
働
き
手
の
学
び
直
し
（
リ
ス

キ
リ
ン
グ
）
を
一
気
通
貫
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
基
盤
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
構
築
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
を
持
続
的
に
成
長
さ
せ
る
た

め
に
は
、
働
き
手
一
人
一
人
の
能
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
働
き
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
企
業
の
成

長
を
推
し
進
め
、
働
き
手
の
賃
金
ア
ッ
プ

へ
と
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
「
豊
か
さ
共

創
の
好
循
環
」
に
よ
り
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
豊
か
さ
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
機
器
関
連
産
業
を
本
県
に
集
積
さ
せ

る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー

構
想
」。
今
年
度
か
ら
高
度
化
・
裾
野
拡
大
・

海
外
展
開
の
3
つ
の
軸
を
新
た
に
掲
げ
、
構

想
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
加
速
し
ま
す
。

　
新
機
軸
ご
と
に
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
企
業
に
対
す
る
き
め
細

か
な
伴
走
支
援
体
制
を
強
化
。
ま
た
、
海

身
近
な
医
療
機
関
で
コ
ロ
ナ
診
療

日
本
初
の
大
学
院
を
山
梨
か
ら

山
梨
県
民
総
Ｄ
Ｘ
を
目
指
し
て

妊
娠
・
出
産
を
望
む
方
を
支
援

成
長
分
野
へ
の
進
出
で

企
業
の
体
質
を
強
く
す
る

働
き
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
か
ら

企
業
収
益
増
↓
賃
金
増
の
好
循
環
へ

物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い

福
祉
施
設
な
ど
を
支
援

国
籍
や
民
族
の
違
い
を
超
え
て

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
へ

多
く
の
旅
行
者
か
ら
選
ば
れ
る

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン 

プ
レ
ミ
ア
ム
認
証

救
急
車
を
呼
ぶ
？
病
院
へ
行
く
？
に

医
師
や
看
護
師
な
ど
が
相
談
対
応

　
豊
か
さ
・
幸
せ
へ
の
道
を
歩
む
た
め
の
土
台
は
、
県
民
の
自
由
な
選
択
を
妨
げ
る

要
因
を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
で
す
。
自
然
災
害
や
感
染
症
は
も
ち
ろ
ん
、
物
価
高

騰
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
も
強
く
、
さ
ら
に
は
子
育
て
・
教
育
、
医
療
・
福
祉
な

ど
全
て
の
社
会
基
盤
を
さ
ら
に
確
固
と
し
た
も
の
に
す
べ
く
取
り
組
み
ま
す
。
本
県

で
生
活
す
る
県
民
が
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
挑
戦
で
き
る
土
台
作
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

県
内
経
済
や
県
民
の
生
活
も

強
く
安
心
で
き
る
社
会
へ

ふ
る
さ
と
強
靱
化

を
助
成
し
ま
す
。

　
令
和
4
年
4
月
以
降
、
体
外
受
精
な
ど

の
治
療
も
保
険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
度
に
県
が
実
施
し
た
「
不
妊
治
療
に
関

す
る
実
態
調
査
」
に
お
い
て
、
67
・
1
%

の
方
が
保
険
の
適
用
さ
れ
な
い
治
療
に
対

す
る
助
成
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
先
進
医
療
は
妊
娠
率
を

高
め
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
経
済
的
負
担

を
理
由
に
高
額
な
先
進
医
療
を
諦
め
る
こ

と
の
な
い
よ
う
県
が
支
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
妊
娠
の
望
み
を
か
な
え
ら
れ
る
環

境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
食
堂
へ
生
鮮
食
料
品
な
ど
が
安

定
的
に
寄
付
さ
れ
る
よ
う
、
寄
付
の
受
け

入
れ
と
保
管
が
で
き
る
場
所
の
整
備
に
対

し
助
成
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
食
堂
に
寄
付
さ
れ
る
食
材
は
加

工
食
品
が
多
く
、
野
菜
や
果
物
な
ど
の
生

鮮
食
料
品
は
少
な
い
状
況
で
す
が
、
道
の

駅
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
に
大
型
冷
蔵
庫
や

倉
庫
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
農
家
か
ら

余
剰
と
な
っ
た
生
鮮
食
料
品
を
安
定
的
に

受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
食
堂
の
充
実
を
通
じ
て
、
県
内

の
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

企業の強みを生かして医療機器分野へ進出

認証施設に交付される
グリーン・ゾーン プレミアム認証マーク

「えびす講まつり」で本県在住の外国人と地域住民とが
交流した（令和4年11月）

令和5年度6月補正予算
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本
県
在
住
の
外
国
人
と
地
域
住
民
と
が

互
い
の
文
化
を
理
解
し
、
多
様
な
価
値
観

を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
多
文
化
共
生

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
準
備
段
階
か
ら
日
本
人

と
外
国
人
が
協
働
す
る
こ
と
で
交
流
を
促

進
し
、
信
頼
感
や
自
己
肯
定
感
の
醸
成
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
が
安
心
し
て

医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
、
電
話
医

療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
に
向
け
た

試
行
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
国
籍
、
性
別
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
な

ど
を
問
わ
ず
、
多
彩
な
人
材
が
集
う
こ
と

で
「
集
合
知
」
が
形
成
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
導
か
れ
る
「
共
生

社
会
や
ま
な
し
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ル
ス
感
染
症
の
診
療
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
た
に
外
来
対
応
を
開
始
す
る
医
療
機
関

に
対
し
医
療
機
器
な
ど
の
整
備
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

　
県
は
、
診
療
所
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
、

よ
り
身
近
な
医
療
機
関
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
新

た
に
外
来
対
応
医
療
機
関
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
感
染
症
に
対
し

て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　
急
な
病
気
や
け
が
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
か
迷
っ
た
と
き
に
電
話
で
相
談
で
き
る

窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

　
本
県
の
救
急
出
動
件
数
に
対
す
る
軽
症

者
の
割
合
は
、
令
和
元
年
で
45
・
5
%
、

令
和
2
年
で
43
・
3
%
と
、
約
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
出
動
件
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
救
急
隊
へ
の
通

報
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
が
長
く
な

る
な
ど
の
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
電
話
相
談
は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
が

病
気
や
け
が
の
症
状
を
把
握
し
た
上
で
、

救
急
要
請
の
必
要
性
の
有
無
に
加
え
、
診

療
科
目
の
案
内
や
応
急
手
当
の
方
法
に
つ

い
て
助
言
す
る
も
の
で
す
。
限
り
あ
る
救

急
車
両
や
隊
員
な
ど
の
救
急
資
源
を
真
に

必
要
な
方
の
た
め
に
確
保
し
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
と
安
心
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
医
療
機
関
、高
齢
者
施
設
、障
害
者
施
設
、

保
育
施
設
な
ど
の
光
熱
費
や
食
費
を
支
援

し
ま
す
。

　
国
が
決
め
る
価
格
（
公
定
価
格
）
で
収

入
が
算
定
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
物

価
高
騰
分
を
転
嫁
で
き
ず
厳
し
い
運
営
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
、
来
年
度
ま
で
公
定
価

格
が
変
更
さ
れ
な
い
た
め
、
早
急
な
支
援

が
必
要
で
す
。

　
県
が
迅
速
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

全
て
の
県
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
守
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
へ
の
対
応
で
中
心
的
な
役
割

を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
大
学
院
を
、
県

立
大
学
に
設
置
し
ま
す
。
児
童
虐
待
問
題
に

特
化
し
た
大
学
院
は
日
本
初
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
児
童
虐
待
の
対
応
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
虐
待
の

背
景
に
あ
る
問
題
も
多
様
化
し
て
い
る
た

め
、
担
当
す
る
職
員
の
専
門
性
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
大
学
院
を
修
了
し
た
方
が
、
在
学
中
に

得
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
困
難
な
虐
待
事

案
に
も
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
本
県

そ
し
て
全
国
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
守

り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
生
活
を
よ

り
良
い
も
の
に
変
革
す
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
意
識

を
県
民
の
中
に
醸
成
す
る
た
め
、
中
小
企

業
や
自
治
会
、
学
校
な
ど
で
、
講
座
・
研

修
会
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
業
の

人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
や
専
門
家
の
派
遣
、
中
高
生
・
大
学

生
に
対
し
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
学
び
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
慣

れ
親
し
む
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
や
生

活
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
不
妊
治
療
を
受
け
る
方
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
「
先
進
医
療
」
の
費
用

　「
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン 

プ
レ
ミ
ア
ム
認

証
制
度
」
に
国
際
的
な
衛
生
機
関
か
ら
お

墨
付
き
を
も
ら
い
、
国
内
外
で
「
安
心
な

観
光
地
・
山
梨
」
の
認
知
度
を
高
め
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
独
自
の
取
り
組

み
で
日
本
中
に
「
山
梨
モ
デ
ル
」
を
普
及

さ
せ
た
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度
。

さ
ら
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
感
染
症
対
策
を

講
じ
た
施
設
を
認
証
す
る
制
度
と
し
て
始

ま
っ
た
の
が
「
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン  

プ

レ
ミ
ア
ム
認
証
制
度
」
で
す
。
こ
の
認
証

を
受
け
る
た
め
の
基
準
の
一
部
を
、
国
際

衛
生
基
準
（
Ｗ
Ｈ
Ｓ
Ｒ
）
と
同
様
の
基
準

と
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
施
設
の
付
加

価
値
が
高
ま
り
ま
す
。
よ
り
上
質
な
旅
行

体
験
を
し
た
い
人
々
か
ら
選
ば
れ
る
地
と

な
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
幅
広
い
医
療
機
関
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

外
展
開
へ
の
活
動
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

　
医
療
機
器
市
場
の
成
長
力
を
県
内
企
業

の
伸
び
る
力
と
し
て
取
り
込
み
、
雇
用
の

創
出
な
ど
県
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
な
生
活

に
つ
な
げ
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
働
き
手
の
学
び
直
し
（
リ
ス

キ
リ
ン
グ
）
を
一
気
通
貫
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
基
盤
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
構
築
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
を
持
続
的
に
成
長
さ
せ
る
た

め
に
は
、
働
き
手
一
人
一
人
の
能
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
働
き
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
企
業
の
成

長
を
推
し
進
め
、
働
き
手
の
賃
金
ア
ッ
プ

へ
と
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
「
豊
か
さ
共

創
の
好
循
環
」
に
よ
り
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
豊
か
さ
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
機
器
関
連
産
業
を
本
県
に
集
積
さ
せ

る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー

構
想
」。
今
年
度
か
ら
高
度
化
・
裾
野
拡
大
・

海
外
展
開
の
3
つ
の
軸
を
新
た
に
掲
げ
、
構

想
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
加
速
し
ま
す
。

　
新
機
軸
ご
と
に
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
企
業
に
対
す
る
き
め
細

か
な
伴
走
支
援
体
制
を
強
化
。
ま
た
、
海

身
近
な
医
療
機
関
で
コ
ロ
ナ
診
療

日
本
初
の
大
学
院
を
山
梨
か
ら

山
梨
県
民
総
Ｄ
Ｘ
を
目
指
し
て

妊
娠
・
出
産
を
望
む
方
を
支
援

成
長
分
野
へ
の
進
出
で

企
業
の
体
質
を
強
く
す
る

働
き
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
か
ら

企
業
収
益
増
↓
賃
金
増
の
好
循
環
へ

物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い

福
祉
施
設
な
ど
を
支
援

国
籍
や
民
族
の
違
い
を
超
え
て

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
へ

多
く
の
旅
行
者
か
ら
選
ば
れ
る

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン 

プ
レ
ミ
ア
ム
認
証

救
急
車
を
呼
ぶ
？
病
院
へ
行
く
？
に

医
師
や
看
護
師
な
ど
が
相
談
対
応

　
豊
か
さ
・
幸
せ
へ
の
道
を
歩
む
た
め
の
土
台
は
、
県
民
の
自
由
な
選
択
を
妨
げ
る

要
因
を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
で
す
。
自
然
災
害
や
感
染
症
は
も
ち
ろ
ん
、
物
価
高

騰
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
も
強
く
、
さ
ら
に
は
子
育
て
・
教
育
、
医
療
・
福
祉
な

ど
全
て
の
社
会
基
盤
を
さ
ら
に
確
固
と
し
た
も
の
に
す
べ
く
取
り
組
み
ま
す
。
本
県

で
生
活
す
る
県
民
が
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
挑
戦
で
き
る
土
台
作
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

県
内
経
済
や
県
民
の
生
活
も

強
く
安
心
で
き
る
社
会
へ

ふ
る
さ
と
強
靱
化

を
助
成
し
ま
す
。

　
令
和
4
年
4
月
以
降
、
体
外
受
精
な
ど

の
治
療
も
保
険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
度
に
県
が
実
施
し
た
「
不
妊
治
療
に
関

す
る
実
態
調
査
」
に
お
い
て
、
67
・
1
%

の
方
が
保
険
の
適
用
さ
れ
な
い
治
療
に
対

す
る
助
成
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
先
進
医
療
は
妊
娠
率
を

高
め
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
経
済
的
負
担

を
理
由
に
高
額
な
先
進
医
療
を
諦
め
る
こ

と
の
な
い
よ
う
県
が
支
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
妊
娠
の
望
み
を
か
な
え
ら
れ
る
環

境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
食
堂
へ
生
鮮
食
料
品
な
ど
が
安

定
的
に
寄
付
さ
れ
る
よ
う
、
寄
付
の
受
け

入
れ
と
保
管
が
で
き
る
場
所
の
整
備
に
対

し
助
成
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
食
堂
に
寄
付
さ
れ
る
食
材
は
加

工
食
品
が
多
く
、
野
菜
や
果
物
な
ど
の
生

鮮
食
料
品
は
少
な
い
状
況
で
す
が
、
道
の

駅
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
に
大
型
冷
蔵
庫
や

倉
庫
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
農
家
か
ら

余
剰
と
な
っ
た
生
鮮
食
料
品
を
安
定
的
に

受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
食
堂
の
充
実
を
通
じ
て
、
県
内

の
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

企業の強みを生かして医療機器分野へ進出

認証施設に交付される
グリーン・ゾーン プレミアム認証マーク

「えびす講まつり」で本県在住の外国人と地域住民とが
交流した（令和4年11月）

令和5年度6月補正予算
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ま
だ
世
の
中
に
な
い
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
市
場
を
開
拓
す
る
企

業
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
呼
び
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
新
た
な
産
業
を
生
み
出

し
、
雇
用
を
増
や
し
、
今
あ
る
企
業
の
新

た
な
挑
戦
に
も
つ
な
が
る
地
域
活
性
化
の

起
爆
剤
で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
や
県
外
か
ら

の
誘
致
・
定
着
を
図
る
た
め
、
県
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
）
旧
本
館
を
改
修
し
、

専
門
的
な
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

す
る
支
援
拠
点
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

資
金
調
達
を
支
援
す
る
た
め
、ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
と
連
携
し
、
協
調
し
て

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
出
資
す
る
、
全
国
初

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
県
内
に

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
呼
び
込
み
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
所
得
向
上
や
仕
事
の
選
択
肢
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
気
軽
に
運

動
を
楽
し
め
る
よ
う
、
身
近
な
公
園
に
簡

易
的
な
健
康
器
具
を
設
置
し
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
県

外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
た
め
、
観
光
な
ど

の
他
の
産
業
と
連
携
し
、
収
益
を
生
み
出

す
仕
組
み
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
日
常
生
活
に
活
力
を
も
た

ら
す
だ
け
で
な
く
、
地
域
づ
く
り
や
観
光

振
興
ま
で
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
・
カ
ネ

を
呼
び
込
む
身
近
な
原
動
力
で
す
。ス
ポ
ー

ツ
振
興
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
呼
び
込
み
、

産
業
の
活
性
化
や
雇
用
拡
大
が
期
待
で
き

ま
す
。

 

　
ア
ー
ト
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た

地
場
産
品
の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
た

め
、「
県
立
美
術
館
附
属
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。 

　
ワ
イ
ン
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル

（
織
物
）
な
ど
、
本
県
に
あ
る
多
様
な
地
場

産
業
を
今
後
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
国
内
外
の
消
費
者
の
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
よ
り
ア
ー
ト
性
の
高
い
デ
ザ

イ
ン
を
備
え
た
商
品
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
を

結
び
付
け
る
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

向
け
て
、
現
状
や
課
題
を
整
理
し
、
必
要
な

機
能
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

　
デ
ザ
イ
ン
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
美
術
館
の
魅
力
や
機
能
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
産
業
振
興
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。 

　
人
口
規
模
が
小
さ
く
、
小
学
校
25
人
学

級
導
入
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
町
村
が

実
施
す
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

　
学
年
の
壁
を
超
え
た
合
同
授
業
、
自
ら

の
学
習
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
学
ぶ
授
業
、

外
国
語
で
交
流
を
行
う
授
業
、
山
村
留
学

の
受
け
入
れ
な
ど
、
小
規
模
な
学
校
な
ら

で
は
の
教
育
活
動
に
よ
り
、
課
題
解
決
能

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
発
信
力

な
ど
、
子
ど
も
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
資
質
・

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
ま
す
。

　
25
人
学
級
と
併
せ
て
県
全
体
の
教
育
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
、
山
梨
で
育
っ
た
子

ど
も
が
山
梨
の
発
展
に
貢
献
し
た
り
、
日

本
中
、
世
界
中
で
活
躍
し
た
り
す
る
、
そ

の
よ
う
な
人
材
を
育
て
上
げ
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
山
梨
県
産
の
モ
ノ
だ
か
ら
、
少
し
高
く

て
も
買
っ
て
み
よ
う
か
な
」
全
国
の
消
費

者
に
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
県
内

の
農
畜
水
産
物
の
生
産
・
流
通
・
販
売
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
産
面
で
は
、
ブ
ド
ウ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
「
甲
斐
ベ
リ
ー
7
」
な
ど
の
生
産
拡

大
を
加
速
す
る
た
め
、
苗
木
の
生
産
ほ
場

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
モ
モ
や
ス
モ
モ

に
つ
い
て
は
、
優
良
品
種
へ
の
改
植
を
支

援
す
る
こ
と
で
高
品
質
化
を
図
り
、
産
地

競
争
力
を
強
化
し
ま
す
。
流
通
面
で
は
、

高
品
質
な
果
実
を
出
荷
す
る
た
め
、
モ
モ

の
共
選
施
設
へ
高
性
能
光
セ
ン
サ
ー
を
導

入
し
、
販
売
面
で
は
、
高
品
質
な
や
ま
な

し
ブ
ラ
ン
ド
を
よ
り
強
力
に
打
ち
出
し
ま

す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
生
産
者

の
所
得
向
上
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
山
梨
の
林
業
を
支
え
る
森
林
組
合
の
経

営
力
強
化
を
目
指
し
ま
す
。 

　
県
土
の
約
８
割
を
占
め
る
緑
豊
か
な
森
。

こ
の
半
分
を
占
め
る
人
工
林
の
大
部
分
が

木
材
と
し
て
利
用
可
能
な
時
期
を
迎
え
て

お
り
、
資
源
の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
県
内
の
森
林
組
合
の
多

く
は
事
業
規
模
が
小
さ
く
、
木
を
伐
採
し

て
収
益
を
確
保
し
て
い
く
十
分
な
力
が
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
た
め
、
組
合
の
経
営
状
況
な
ど
の

調
査
や
分
析
を
行
い
、
民
間
企
業
と
タ
ッ

グ
を
組
む
な
ど
最
適
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
提
案
し
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
林
業
を
活

性
化
さ
せ
、
雇
用
の
拡
大
や
林
業
で
働
く

皆
さ
ん
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　
上
質
な
観
光
地
に
最
先
端
の
首
都
圏
機

能
を
融
合
さ
せ
、
新
た
な
時
代
に
求
め
ら

れ
る
世
界
に
類
を
見
な
い
先
進
的
地
域
を

目
指
す
富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
構
想
の
実

現
に
向
け
、
昨
年
12
月
に
設
立
し
た
「
富

士
五
湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
参

画
企
業
と
共
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
富
士
五
湖
地
域
が
自
然
首
都
圏
へ
と
発

展
す
る
過
程
で
、
国
内
外
と
の
交
流
が
活

発
に
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
人
々

が
集
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
個
性
を
尊
重

し
合
う
多
様
な
社
会
へ
、
そ
し
て
多
彩
な

知
恵
と
活
動
が
豊
か
さ
を
生
み
続
け
る
社

会
へ
の
進
化
を
、
富
士
五
湖
地
域
が
先
導

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
人
と
物
が
活
発
に
行
き
交
う
地
域
を
目

指
し
、
空
港
の
整
備
や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の

活
用
に
つ
い
て
、
実
現
の
可
能
性
を
研
究

し
ま
す
。

　
本
県
は
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
、
港
湾
も

空
港
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
東
京
や

名
古
屋
が
ぐ
っ
と
近
く
な
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え
、
世
界
へ
の
扉
、

そ
し
て
県
内
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
新
た
な
交
通
手
段
の
活
用
も
検
討
す
る

中
で
、
大
都
市
と
直
結
す
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
、
国

内
外
を
問
わ
ず
交
流
を
深
化
・
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

海
な
し
県
が
世
界
へ
の
道
を
開
く

富
士
北
麓
を
世
界
で
類
を
見
な
い

先
進
的
な
地
域
へ

地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
教
育
で

子
ど
も
の
可
能
性
を
最
大
限
に

全
国
初
！
県
が
協
調
出
資
し

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
を
後
押
し

　
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
に
向
か
っ
て
自
分
の
道
を
選
び
、
人
生
を
歩
ん
で
い
く
。
そ
ん

な
県
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
さ
獲
得
に
向
け
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
、
そ
し
て
豊
か

な
選
択
肢
を
提
供
し
ま
す
。

　
県
が
目
指
す
「
開
の
国
」
で
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が
山
梨
に
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
目
一

杯
発
揮
で
き
る
、
多
様
性
に
富
ん
だ
開
か
れ
た
社
会
を
築
き
ま
す
。
有
形
・
無
形
の

道
を
開
き
、
個
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
本
県
に
は
多
様
な
選
択
肢

が
生
ま
れ
、
県
民
の
皆
さ
ん
は
そ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
と
豊
か
さ
を
追
求

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
甲
斐
の
国
」を「
開
の
国
」へ

「
開
の
国
」づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性

林
業
を
魅
力
あ
る
産
業
へ

選
ば
れ
る
産
地
へ

生
産
か
ら
販
売
ま
で
支
援

洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で

地
場
産
品
を
さ
ら
に
上
質
に

明るい未来を創る山梨の子ども

県内ではスタートアップによる新たな挑戦が
次 と々生まれている

生産・流通・販売の三位一体の取り組みで
ブランド力を強化

アートの力で洗練された地場産品へ

スポーツと他産業を結び付け、人を呼び込む

森林資源の有効活用にも取り組む
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ま
だ
世
の
中
に
な
い
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
市
場
を
開
拓
す
る
企

業
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
呼
び
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
新
た
な
産
業
を
生
み
出

し
、
雇
用
を
増
や
し
、
今
あ
る
企
業
の
新

た
な
挑
戦
に
も
つ
な
が
る
地
域
活
性
化
の

起
爆
剤
で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
や
県
外
か
ら

の
誘
致
・
定
着
を
図
る
た
め
、
県
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
）
旧
本
館
を
改
修
し
、

専
門
的
な
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

す
る
支
援
拠
点
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

資
金
調
達
を
支
援
す
る
た
め
、ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
と
連
携
し
、
協
調
し
て

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
出
資
す
る
、
全
国
初

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
県
内
に

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
呼
び
込
み
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
所
得
向
上
や
仕
事
の
選
択
肢
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
気
軽
に
運

動
を
楽
し
め
る
よ
う
、
身
近
な
公
園
に
簡

易
的
な
健
康
器
具
を
設
置
し
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
県

外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
た
め
、
観
光
な
ど

の
他
の
産
業
と
連
携
し
、
収
益
を
生
み
出

す
仕
組
み
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
日
常
生
活
に
活
力
を
も
た

ら
す
だ
け
で
な
く
、
地
域
づ
く
り
や
観
光

振
興
ま
で
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
・
カ
ネ

を
呼
び
込
む
身
近
な
原
動
力
で
す
。ス
ポ
ー

ツ
振
興
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
呼
び
込
み
、

産
業
の
活
性
化
や
雇
用
拡
大
が
期
待
で
き

ま
す
。

 

　
ア
ー
ト
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た

地
場
産
品
の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
た

め
、「
県
立
美
術
館
附
属
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。 

　
ワ
イ
ン
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル

（
織
物
）
な
ど
、
本
県
に
あ
る
多
様
な
地
場

産
業
を
今
後
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
国
内
外
の
消
費
者
の
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
よ
り
ア
ー
ト
性
の
高
い
デ
ザ

イ
ン
を
備
え
た
商
品
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
を

結
び
付
け
る
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

向
け
て
、
現
状
や
課
題
を
整
理
し
、
必
要
な

機
能
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

　
デ
ザ
イ
ン
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
美
術
館
の
魅
力
や
機
能
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
産
業
振
興
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。 

　
人
口
規
模
が
小
さ
く
、
小
学
校
25
人
学

級
導
入
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
町
村
が

実
施
す
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

　
学
年
の
壁
を
超
え
た
合
同
授
業
、
自
ら

の
学
習
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
学
ぶ
授
業
、

外
国
語
で
交
流
を
行
う
授
業
、
山
村
留
学

の
受
け
入
れ
な
ど
、
小
規
模
な
学
校
な
ら

で
は
の
教
育
活
動
に
よ
り
、
課
題
解
決
能

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
発
信
力

な
ど
、
子
ど
も
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
資
質
・

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
ま
す
。

　
25
人
学
級
と
併
せ
て
県
全
体
の
教
育
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
、
山
梨
で
育
っ
た
子

ど
も
が
山
梨
の
発
展
に
貢
献
し
た
り
、
日

本
中
、
世
界
中
で
活
躍
し
た
り
す
る
、
そ

の
よ
う
な
人
材
を
育
て
上
げ
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
山
梨
県
産
の
モ
ノ
だ
か
ら
、
少
し
高
く

て
も
買
っ
て
み
よ
う
か
な
」
全
国
の
消
費

者
に
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
県
内

の
農
畜
水
産
物
の
生
産
・
流
通
・
販
売
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
産
面
で
は
、
ブ
ド
ウ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
「
甲
斐
ベ
リ
ー
7
」
な
ど
の
生
産
拡

大
を
加
速
す
る
た
め
、
苗
木
の
生
産
ほ
場

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
モ
モ
や
ス
モ
モ

に
つ
い
て
は
、
優
良
品
種
へ
の
改
植
を
支

援
す
る
こ
と
で
高
品
質
化
を
図
り
、
産
地

競
争
力
を
強
化
し
ま
す
。
流
通
面
で
は
、

高
品
質
な
果
実
を
出
荷
す
る
た
め
、
モ
モ

の
共
選
施
設
へ
高
性
能
光
セ
ン
サ
ー
を
導

入
し
、
販
売
面
で
は
、
高
品
質
な
や
ま
な

し
ブ
ラ
ン
ド
を
よ
り
強
力
に
打
ち
出
し
ま

す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
生
産
者

の
所
得
向
上
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
山
梨
の
林
業
を
支
え
る
森
林
組
合
の
経

営
力
強
化
を
目
指
し
ま
す
。 

　
県
土
の
約
８
割
を
占
め
る
緑
豊
か
な
森
。

こ
の
半
分
を
占
め
る
人
工
林
の
大
部
分
が

木
材
と
し
て
利
用
可
能
な
時
期
を
迎
え
て

お
り
、
資
源
の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
県
内
の
森
林
組
合
の
多

く
は
事
業
規
模
が
小
さ
く
、
木
を
伐
採
し

て
収
益
を
確
保
し
て
い
く
十
分
な
力
が
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
た
め
、
組
合
の
経
営
状
況
な
ど
の

調
査
や
分
析
を
行
い
、
民
間
企
業
と
タ
ッ

グ
を
組
む
な
ど
最
適
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
提
案
し
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
林
業
を
活

性
化
さ
せ
、
雇
用
の
拡
大
や
林
業
で
働
く

皆
さ
ん
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　
上
質
な
観
光
地
に
最
先
端
の
首
都
圏
機

能
を
融
合
さ
せ
、
新
た
な
時
代
に
求
め
ら

れ
る
世
界
に
類
を
見
な
い
先
進
的
地
域
を

目
指
す
富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
構
想
の
実

現
に
向
け
、
昨
年
12
月
に
設
立
し
た
「
富

士
五
湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
参

画
企
業
と
共
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
富
士
五
湖
地
域
が
自
然
首
都
圏
へ
と
発

展
す
る
過
程
で
、
国
内
外
と
の
交
流
が
活

発
に
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
人
々

が
集
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
個
性
を
尊
重

し
合
う
多
様
な
社
会
へ
、
そ
し
て
多
彩
な

知
恵
と
活
動
が
豊
か
さ
を
生
み
続
け
る
社

会
へ
の
進
化
を
、
富
士
五
湖
地
域
が
先
導

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
人
と
物
が
活
発
に
行
き
交
う
地
域
を
目

指
し
、
空
港
の
整
備
や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の

活
用
に
つ
い
て
、
実
現
の
可
能
性
を
研
究

し
ま
す
。

　
本
県
は
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
、
港
湾
も

空
港
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
東
京
や

名
古
屋
が
ぐ
っ
と
近
く
な
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え
、
世
界
へ
の
扉
、

そ
し
て
県
内
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
新
た
な
交
通
手
段
の
活
用
も
検
討
す
る

中
で
、
大
都
市
と
直
結
す
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
、
国

内
外
を
問
わ
ず
交
流
を
深
化
・
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

海
な
し
県
が
世
界
へ
の
道
を
開
く

富
士
北
麓
を
世
界
で
類
を
見
な
い

先
進
的
な
地
域
へ

地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
教
育
で

子
ど
も
の
可
能
性
を
最
大
限
に

全
国
初
！
県
が
協
調
出
資
し

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
を
後
押
し

　
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
に
向
か
っ
て
自
分
の
道
を
選
び
、
人
生
を
歩
ん
で
い
く
。
そ
ん

な
県
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
さ
獲
得
に
向
け
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
、
そ
し
て
豊
か

な
選
択
肢
を
提
供
し
ま
す
。

　
県
が
目
指
す
「
開
の
国
」
で
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が
山
梨
に
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
目
一

杯
発
揮
で
き
る
、
多
様
性
に
富
ん
だ
開
か
れ
た
社
会
を
築
き
ま
す
。
有
形
・
無
形
の

道
を
開
き
、
個
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
本
県
に
は
多
様
な
選
択
肢

が
生
ま
れ
、
県
民
の
皆
さ
ん
は
そ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
と
豊
か
さ
を
追
求

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
甲
斐
の
国
」を「
開
の
国
」へ

「
開
の
国
」づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性

林
業
を
魅
力
あ
る
産
業
へ

選
ば
れ
る
産
地
へ

生
産
か
ら
販
売
ま
で
支
援

洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で

地
場
産
品
を
さ
ら
に
上
質
に

明るい未来を創る山梨の子ども

県内ではスタートアップによる新たな挑戦が
次 と々生まれている

生産・流通・販売の三位一体の取り組みで
ブランド力を強化

アートの力で洗練された地場産品へ

スポーツと他産業を結び付け、人を呼び込む

森林資源の有効活用にも取り組む

令和5年度6月補正予算
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登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。
私
た
ち
日
本
人

に
と
っ
て
大
切
な
富
士
山
は
、
世
界
が
守

る
べ
き
か
け
が
え
の
な
い
宝
と
な
っ
た
の

で
す
。

　富
士
山
が
世
界
遺
産
登
録
に
至
る
ま
で
に

は
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　平
成
4
年
に
「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び

自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
世
界

遺
産
条
約
）」
が
国
会
で
批
准
さ
れ
る
と
、

自
然
保
護
グ
ル
ー
プ
ら
で
構
成
さ
れ
る
団

体
が
、
富
士
山
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を

目
指
し
た
運
動
を
開
始
。
山
梨
県
に
お
い

て
も
、
静
岡
県
と
共
に
、
富
士
山
を
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
決
意
を
示
し
た
「
富

士
山
憲
章
」
を
定
め
、
世
界
遺
産
登
録
へ

の
動
き
を
加
速
し
て
い
き
ま
し
た
。

　標
高
3
7
7
6
メ
ー
ト
ル
、
日
本
で
最

も
高
い
山
、
富
士
山
。
し
か
し
、
た
だ
標

高
が
高
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雄
大

な
姿
と
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
噴
火
に

よ
っ
て
、
古
く
か
ら
多
く
の
人
が
畏
敬
の

念
を
抱
き
、や
が
て「
信
仰
の
対
象
」と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
溶
岩
な
ど
の
噴

出
物
で
少
し
ず
つ
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で

つ
く
ら
れ
た
美
し
い
円
す
い
形
の
姿
は
、

国
内
外
の
芸
術
家
の
創
作
意
欲
を
か
き
立

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
生
み
出
す
「
芸

術
の
源
泉
」
と
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
ま
し
た
。
人
と
自
然
が
、
信
仰
と
芸

術
を
通
し
て
共
生
す
る
姿
は
、
富
士
山
が

持
つ
大
き
な
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
は
こ
う
し

た
文
化
的
な
価
値
を
認
め
、
世
界
遺
産
の

浮世絵師・葛飾北斎の代表作「冨嶽三十六景　凱風快晴」（山梨県立博物館蔵）

世
界
に
認
め
ら
れ
た
日
本
一
の
山

順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た

登
録
ま
で
の
道
の
り

　日
本
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
。
広
く
な
だ
ら
か
な
裾
野
を
有
す
る
独
立
峰
は
、
ど

こ
か
ら
眺
め
て
も
整
っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
併
せ
て
、
季
節
や
時
間
、
気
象

条
件
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
も
持
ち
、
今
も
な
お
多
く
の
人
々
を
魅
了
し

続
け
て
い
ま
す
。

　こ
の
美
し
い
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
10
年
を
迎
え

ま
し
た
。
世
界
に
認
め
ら
れ
た
富
士
山
の
価
値
を
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
県
は

今
後
も
関
係
者
と
協
力
し
て
保
全
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　官
民
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
実
を
結
び
、

平
成
15
年
に
は
国
の
諮
問
機
関
「
世
界
遺

産
条
約
特
別
委
員
会
」
が
世
界
自
然
遺
産

の
候
補
17
地
域
の
中
に
富
士
山
を
選
定
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
の
検
討
会
で
選

考
し
た
結
果
、
最
終
候
補
地
か
ら
落
選
。

ご
み
の
投
棄
や
し
尿
の
垂
れ
流
し
、
山
麓

部
で
の
開
発
な
ど
が
壁
と
な
っ
た
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
2
年
後
、
今
度
は
文
化
遺
産
で
の

登
録
を
目
指
し
て
再
始
動
。
信
仰
と
芸
術

の
価
値
を
前
面
に
訴
え
る
こ
と
に
。
課
題

と
さ
れ
て
き
た
環
境
問
題
は
、
関
係
団
体

や
住
民
と
の
清
掃
活
動
の
実
施
や
、
登
山

者
へ
の
ご
み
の
持
ち
帰
り
の
呼
び
掛
け
、

環
境
配
慮
型
ト
イ
レ
の
計
画
的
な
整
備
な

ど
の
対
策
を
進
め
ま
し
た
。
麓
の
開
発
は
、

地
元
関
係
者
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
文
化

財
保
護
法
に
よ
る
区
域
指
定
を
受
け
る
こ

と
で
厳
格
な
土
地
利
用
の
規
制
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
間
に
も
、

ユ
ネ
ス
コ
の
審
査
が
年
々
厳
し
く
な
り
、

国
内
の
遺
産
候
補
の
中
で
登
録
延
期
の
決

定
が
下
さ
れ
た
事
例
も
出
て
き
た
こ
と
か

ら
、
県
は
、
登
録
を
成
功
さ
せ
る
た
め
慎

重
に
慎
重
を
重
ね
て
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

　そ
し
て
、
再
挑
戦
か
ら
8
年
目
の
平
成

25
年
、
度
重
な
る
登
録
目
標
時
期
の
延
期

や
数
々
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
つ
い
に
悲

願
の
世
界
遺
産
登
録
が
現
実
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
国
内
の
他
の
世
界
遺
産
に
比

べ
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
登
録
で
あ
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　ユ
ネ
ス
コ
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
決
定

に
当
た
り
、
富
士
山
保
全
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
改
善
す
る
た
め
の
指
摘
・
勧
告
を

行
い
ま
し
た
。

　そ
の
内
容
は
、
建
築
物
の
規
制
強
化
に

関
す
る
も
の
の
ほ
か
①
資
産
の
全
体
構
想

を
策
定
す
る
こ
と
②
下
方
斜
面
の
巡
礼
路

を
特
定
す
る
こ
と
③
上
方
登
山
道
の
収
容

力
を
研
究
し
来
訪
者
管
理
戦
略
を
策
定
す

る
こ
と
④
上
方
登
山
道
の
保
全
手
法
を
定

め
る
こ
と
⑤
来
訪
者
に
対
す
る
情
報
提
供

戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
⑥
経
過
観
察
指
標

を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
―
で
す
。

【問い合わせ先】 政策企画グループ  TEL 055-223-1553  FAX 055-223-1776

　こ
れ
を
受
け
て
県
は
、
構
成
資
産
と
緩

衝
地
帯
に
対
す
る
開
発
制
御
や
景
観
保
全

を
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
た
ほ
か
、

富
士
山
に
関
す
る
情
報
発
信
や
保
存
管
理

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
「
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、
静
岡
県
と
の

協
力
に
よ
る
上
方
登
山
道
の
収
容
力
の
研

究
と
適
正
な
登
山
者
数
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
対
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

よ
り
良
い
保
全
の
た
め
に

世
界
文
化
遺
産
登
録
10
周
年
!

富
士
山
の
普
遍
的
価
値
を
未
来
へ

一 

富
士
山
の
自
然
を
学
び
、親
し
み
、

豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
よ
う
。

一 

富
士
山
の
美
し
い
自
然
を
大
切
に
守
り
、

豊
か
な
文
化
を
育
も
う
。

一 

富
士
山
の
自
然
環
境
へ
の
負
荷
を

減
ら
し
、人
と
の
共
生
を
図
ろ
う
。

一 

富
士
山
の
環
境
保
全
の
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
。

一 

富
士
山
の
自
然
、景
観
、歴
史・文
化
を

後
世
に
末
永
く
継
承
し
よ
う
。

富
士
山
憲
章

全部で25からなる構成資産の分布図

吉田口登山道

船津胎内樹型

御師住宅（旧外川家住宅）

北口本宮冨士浅間神社

鳴沢村

忍野村

西桂町

山中湖村

富士河口湖町
身延町

御殿場市

裾野市富士市

富士宮市

小山町

富士吉田市

河口浅間神社

船津胎内樹型

冨士浅間神社
（須走浅間神社）

吉田口登山道

忍野八海

人穴富士講遺跡

山宮浅間神社

富士山本宮浅間大社

白糸ノ滝

村山浅間神社

河口湖

西湖

本栖湖

山中湖

冨士御室
浅間神社精進湖

須山口登山道
（現在の御殿場口登山道）

山梨県
山頂の
信仰遺跡群

静岡県

大宮•村山口登山道
（現在の富士宮口登山道）

須走口登山道

北口本宮
冨士浅間神社

御師住宅(旧外川家住宅•小佐野家住宅）

須山浅間神社

7
12
8

1-71-8

1-9

109
1-6

21
22

1-5

1-1

11

5

1-3

6
1-4

1-2

4
3

2

24

23

吉田胎内樹型

13 20～

三保松原三保松原
静岡市

三保半島

25

世界文化遺産登録10周年！  富士山の普遍的価値を未来へ
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登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。
私
た
ち
日
本
人

に
と
っ
て
大
切
な
富
士
山
は
、
世
界
が
守

る
べ
き
か
け
が
え
の
な
い
宝
と
な
っ
た
の

で
す
。

　富
士
山
が
世
界
遺
産
登
録
に
至
る
ま
で
に

は
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　平
成
4
年
に
「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び

自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
世
界

遺
産
条
約
）」
が
国
会
で
批
准
さ
れ
る
と
、

自
然
保
護
グ
ル
ー
プ
ら
で
構
成
さ
れ
る
団

体
が
、
富
士
山
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を

目
指
し
た
運
動
を
開
始
。
山
梨
県
に
お
い

て
も
、
静
岡
県
と
共
に
、
富
士
山
を
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
決
意
を
示
し
た
「
富

士
山
憲
章
」
を
定
め
、
世
界
遺
産
登
録
へ

の
動
き
を
加
速
し
て
い
き
ま
し
た
。

　標
高
3
7
7
6
メ
ー
ト
ル
、
日
本
で
最

も
高
い
山
、
富
士
山
。
し
か
し
、
た
だ
標

高
が
高
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雄
大

な
姿
と
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
噴
火
に

よ
っ
て
、
古
く
か
ら
多
く
の
人
が
畏
敬
の

念
を
抱
き
、や
が
て「
信
仰
の
対
象
」と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
溶
岩
な
ど
の
噴

出
物
で
少
し
ず
つ
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で

つ
く
ら
れ
た
美
し
い
円
す
い
形
の
姿
は
、

国
内
外
の
芸
術
家
の
創
作
意
欲
を
か
き
立

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
生
み
出
す
「
芸

術
の
源
泉
」
と
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
ま
し
た
。
人
と
自
然
が
、
信
仰
と
芸

術
を
通
し
て
共
生
す
る
姿
は
、
富
士
山
が

持
つ
大
き
な
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
は
こ
う
し

た
文
化
的
な
価
値
を
認
め
、
世
界
遺
産
の

浮世絵師・葛飾北斎の代表作「冨嶽三十六景　凱風快晴」（山梨県立博物館蔵）

世
界
に
認
め
ら
れ
た
日
本
一
の
山

順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た

登
録
ま
で
の
道
の
り

　日
本
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
。
広
く
な
だ
ら
か
な
裾
野
を
有
す
る
独
立
峰
は
、
ど

こ
か
ら
眺
め
て
も
整
っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
併
せ
て
、
季
節
や
時
間
、
気
象

条
件
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
も
持
ち
、
今
も
な
お
多
く
の
人
々
を
魅
了
し

続
け
て
い
ま
す
。

　こ
の
美
し
い
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
10
年
を
迎
え

ま
し
た
。
世
界
に
認
め
ら
れ
た
富
士
山
の
価
値
を
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
県
は

今
後
も
関
係
者
と
協
力
し
て
保
全
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　官
民
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
実
を
結
び
、

平
成
15
年
に
は
国
の
諮
問
機
関
「
世
界
遺

産
条
約
特
別
委
員
会
」
が
世
界
自
然
遺
産

の
候
補
17
地
域
の
中
に
富
士
山
を
選
定
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
の
検
討
会
で
選

考
し
た
結
果
、
最
終
候
補
地
か
ら
落
選
。

ご
み
の
投
棄
や
し
尿
の
垂
れ
流
し
、
山
麓

部
で
の
開
発
な
ど
が
壁
と
な
っ
た
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
2
年
後
、
今
度
は
文
化
遺
産
で
の

登
録
を
目
指
し
て
再
始
動
。
信
仰
と
芸
術

の
価
値
を
前
面
に
訴
え
る
こ
と
に
。
課
題

と
さ
れ
て
き
た
環
境
問
題
は
、
関
係
団
体

や
住
民
と
の
清
掃
活
動
の
実
施
や
、
登
山

者
へ
の
ご
み
の
持
ち
帰
り
の
呼
び
掛
け
、

環
境
配
慮
型
ト
イ
レ
の
計
画
的
な
整
備
な

ど
の
対
策
を
進
め
ま
し
た
。
麓
の
開
発
は
、

地
元
関
係
者
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
文
化

財
保
護
法
に
よ
る
区
域
指
定
を
受
け
る
こ

と
で
厳
格
な
土
地
利
用
の
規
制
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
間
に
も
、

ユ
ネ
ス
コ
の
審
査
が
年
々
厳
し
く
な
り
、

国
内
の
遺
産
候
補
の
中
で
登
録
延
期
の
決

定
が
下
さ
れ
た
事
例
も
出
て
き
た
こ
と
か

ら
、
県
は
、
登
録
を
成
功
さ
せ
る
た
め
慎

重
に
慎
重
を
重
ね
て
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

　そ
し
て
、
再
挑
戦
か
ら
8
年
目
の
平
成

25
年
、
度
重
な
る
登
録
目
標
時
期
の
延
期

や
数
々
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
つ
い
に
悲

願
の
世
界
遺
産
登
録
が
現
実
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
国
内
の
他
の
世
界
遺
産
に
比

べ
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
登
録
で
あ
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　ユ
ネ
ス
コ
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
決
定

に
当
た
り
、
富
士
山
保
全
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
改
善
す
る
た
め
の
指
摘
・
勧
告
を

行
い
ま
し
た
。

　そ
の
内
容
は
、
建
築
物
の
規
制
強
化
に

関
す
る
も
の
の
ほ
か
①
資
産
の
全
体
構
想

を
策
定
す
る
こ
と
②
下
方
斜
面
の
巡
礼
路

を
特
定
す
る
こ
と
③
上
方
登
山
道
の
収
容

力
を
研
究
し
来
訪
者
管
理
戦
略
を
策
定
す

る
こ
と
④
上
方
登
山
道
の
保
全
手
法
を
定

め
る
こ
と
⑤
来
訪
者
に
対
す
る
情
報
提
供

戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
⑥
経
過
観
察
指
標

を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
―
で
す
。
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　こ
れ
を
受
け
て
県
は
、
構
成
資
産
と
緩

衝
地
帯
に
対
す
る
開
発
制
御
や
景
観
保
全

を
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
た
ほ
か
、

富
士
山
に
関
す
る
情
報
発
信
や
保
存
管
理

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
「
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、
静
岡
県
と
の

協
力
に
よ
る
上
方
登
山
道
の
収
容
力
の
研

究
と
適
正
な
登
山
者
数
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
対
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

よ
り
良
い
保
全
の
た
め
に

世
界
文
化
遺
産
登
録
10
周
年
!

富
士
山
の
普
遍
的
価
値
を
未
来
へ

一 
富
士
山
の
自
然
を
学
び
、親
し
み
、

豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
よ
う
。

一 

富
士
山
の
美
し
い
自
然
を
大
切
に
守
り
、

豊
か
な
文
化
を
育
も
う
。

一 

富
士
山
の
自
然
環
境
へ
の
負
荷
を

減
ら
し
、人
と
の
共
生
を
図
ろ
う
。

一 

富
士
山
の
環
境
保
全
の
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
。

一 

富
士
山
の
自
然
、景
観
、歴
史・文
化
を

後
世
に
末
永
く
継
承
し
よ
う
。

富
士
山
憲
章

全部で25からなる構成資産の分布図

吉田口登山道

船津胎内樹型

御師住宅（旧外川家住宅）

北口本宮冨士浅間神社

鳴沢村

忍野村

西桂町

山中湖村

富士河口湖町
身延町

御殿場市

裾野市富士市

富士宮市

小山町

富士吉田市

河口浅間神社

船津胎内樹型

冨士浅間神社
（須走浅間神社）

吉田口登山道

忍野八海

人穴富士講遺跡

山宮浅間神社

富士山本宮浅間大社

白糸ノ滝

村山浅間神社

河口湖

西湖

本栖湖

山中湖

冨士御室
浅間神社精進湖

須山口登山道
（現在の御殿場口登山道）

山梨県
山頂の
信仰遺跡群

静岡県

大宮•村山口登山道
（現在の富士宮口登山道）

須走口登山道

北口本宮
冨士浅間神社

御師住宅(旧外川家住宅•小佐野家住宅）

須山浅間神社

7
12
8

1-71-8

1-9

109
1-6

21
22

1-5

1-1

11

5

1-3

6
1-4

1-2

4
3

2

24

23

吉田胎内樹型

13 20～

三保松原三保松原
静岡市

三保半島

25
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て
い
た
の
で
す
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、
自
動

車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
負
荷
や
、
多

く
の
登
山
客
の
踏
圧
に
よ
る
登
山
道
の
劣

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
混
雑
に
よ
っ
て
自
分

の
ペ
ー
ス
で
登
山
で
き
な
か
っ
た
り
、
山

小
屋
で
休
憩
や
宿
泊
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
登
山
者
が
生
じ
ま
す
。

　富
士
山
が
持
つ
資
源
の
価
値
を
下
げ
、

登
山
す
る
人
々
の
満
足
度
を
上
げ
ら
れ
な

い
今
の
状
況
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
富
士

山
の
観
光
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　富
士
山
は
も
と
も
と
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
が
高
く
、
多
く
の
登
山
者
、
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
注
目
が
高
ま
る
中
、
国
内
外
か
ら

訪
れ
る
人
で
以
前
に
も
増
し
て
賑
わ
い
を

見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
登
山
道
や
山
小
屋

の
混
雑
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
渋
滞
は

一
層
深
刻
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
観
光

地
が
持
つ
受
け
入
れ
能
力
以
上
に
観
光
客

が
押
し
寄
せ
る
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
い
わ
れ
る
現
象
が
富
士
山
に
も
起
こ
っ

つ
か
な
い
場
所
だ
け
で
な
く
、
山
頂
付
近

の
登
山
道
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
食
料
品
の
袋
、
手
袋
、

タ
オ
ル
な
ど
の
ほ
か
、
尿
が
入
っ
た
袋
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
、便
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　不
法
投
棄
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、

拡
大
防
止
の
た
め
、
監
視
員
に
よ
る
巡
回

や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ご
み

は
、
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

も
得
な
が
ら
回
収
を
続
け
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
捨
て
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、

本
来
は
拾
う
必
要
の
な
い
ご
み
。

　ご
み
を
捨
て
な
い
、
捨
て
さ
せ
な
い
と

の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
県
は
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
て
不
法
投
棄
の
現
状
を

伝
え
、
美
し
い
富
士
山
を
後
世
に
残
す
た

め
に
活
動
す
る
人
々
の
姿
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ

る
巡
回
・
監
視
や
学
校
、
企
業
・
団
体
を

対
象
と
し
た
環
境
教
育
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
中
で
、
富
士
山
の
価
値
へ
の
理
解

や
保
全
の
対
策
も
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　民
間
団
体
に
よ
る
清
掃
活
動
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
登
山
者
な
ど
へ
ご
み

の
持
ち
帰
り
を
粘
り
強
く
呼
び
掛
け
て
き

た
こ
と
で
、
富
士
山
の
ご
み
を
減
ら
し
、

新
た
な
ご
み
を
増
や
さ
な
い
意
識
が
浸
透

し
て
い
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
山
小
屋
な
ど
へ
の
環
境
配
慮
型

ト
イ
レ
の
整
備
が
完
了
し
、
か
つ
て
の
浸

透
放
流
式
ト
イ
レ
か
ら
垂
れ
流
さ
れ
る
汚

物
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
で

き
て
い
た
「
白
い
川
」
と
呼
ば
れ
る
現
象

は
今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
宝
で
あ
る
富
士

山
の
環
境
は
、
近
年
、
劇
的
に
改
善
し
ま

し
た
―
。

　と
断
言
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
は
、

い
ま
だ
に
ご
み
の
投
棄
は
続
い
て
い
る
の

で
す
。

　右
下
の
写
真
は
、
二
つ
と
も
今
年
の
4

月
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
み
の
状

態
か
ら
、
最
近
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
山
麓
の
林
の
中
な
ど
人
目
に

東富士五湖道路、富士スバルラインなど、
富士山麓の道路付近に投棄されたごみの数 （々令和5年4月）

環
境
面
の
改
善
は
進
ん
だ
が
…

捨
て
る
の
も
拾
う
の
も
同
じ
人
間

大
量
に
押
し
寄
せ
る
車
、バ
ス
、人

コ
ロ
ナ
禍
後
の
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

【問い合わせ先】 政策企画グループ  TEL 055-223-1553  FAX 055-223-1776

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
以
降
、
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
、

観
光
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

確
保
す
る
た
め
の
施
設
内
配
置
な
ど
の
感

染
防
止
対
策
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
も
ゆ
と
り

の
あ
る
環
境
で
上
質
な
時
間
を
過
ご
し
た

い
人
々
の
大
き
な
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　山
小
屋
も
就
寝
ス
ペ
ー
ス
を
板
や
カ
ー

テ
ン
で
仕
切
り
、
収
容
人
数
を
制
限
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
に
大

勢
の
人
が
雑
魚
寝
す
る
窮
屈
な
施
設
を
求

め
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、

富
士
吉
田
口
登
山
道
の
登
山
者
数
は
か
つ

て
の
最
盛
期
の
水
準
ま
で
回
復
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
感
染
症
法
の
位
置
付
け
が
5
類

と
な
っ
て
初
め
て
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
今
年
は
、
開
山
期
間
中
の
山
小
屋
の

宿
泊
予
約
が
ほ
ぼ
埋
ま
り
、
海
外
か
ら
の

予
約
が
3
割
近
く
を
占
め
る
と
い
う
声
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

富
士
山
の
環
境
や
資
源
を
保
全
す
る
た
め

に
来
訪
者
数
を
ど
の
よ
う
に
適
正
に
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
登
山
者
な
ど
観
光
客

の
満
足
度
を
ど
の
よ
う
に
上
げ
る
の
か
、

早
急
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　県
は
平
成
28
年
か
ら
3
年
間
、
ど
れ
く

ら
い
の
登
山
者
が
同
時
に
入
山
で
き
る
か

を
調
査
・
研
究
し
「
望
ま
し
い
富
士
登
山

の
在
り
方
」
や
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

指
標
を
定
め
ま
し
た
。

　こ
の
指
標
を
実
現
す
る
た
め
、
混
雑
予

想
な
ど
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
登
山
者
の

分
散
を
促
し
た
り
、
構
成
資
産
を
巡
る
モ

デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定
・
周
知
に
よ
り
山
麓

へ
の
周
遊
を
促
進
し
た
り
す
る
な
ど
の
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　富
士
山
へ
の
来
訪
者
数
を
適
正
化
し
、

富
士
山
の
保
全
と
、
満
足
度
の
高
い
登
山

環
境
を
整
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
持
続

可
能
な
富
士
山
観
光
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。

今
も
な
お
続
く
富
士
山
へ
の
不
法
投
棄

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
富
士
山
に
も

五合目駐車場に向かう車やバスで渋滞する富士スバルライン（平成28年）

トイレを待つ登山者で行列する
八合目山小屋（平成25年）

登山者や観光客で混雑する五合目駐車場（令和元年）

御来光を見るために山頂へ向かう多くの登山者（平成29年）

下山する人らで渋滞する
下江戸屋分岐付近（平成25年）
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て
い
た
の
で
す
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、
自
動

車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
負
荷
や
、
多

く
の
登
山
客
の
踏
圧
に
よ
る
登
山
道
の
劣

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
混
雑
に
よ
っ
て
自
分

の
ペ
ー
ス
で
登
山
で
き
な
か
っ
た
り
、
山

小
屋
で
休
憩
や
宿
泊
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
登
山
者
が
生
じ
ま
す
。

　富
士
山
が
持
つ
資
源
の
価
値
を
下
げ
、

登
山
す
る
人
々
の
満
足
度
を
上
げ
ら
れ
な

い
今
の
状
況
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
富
士

山
の
観
光
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　富
士
山
は
も
と
も
と
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
が
高
く
、
多
く
の
登
山
者
、
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
注
目
が
高
ま
る
中
、
国
内
外
か
ら

訪
れ
る
人
で
以
前
に
も
増
し
て
賑
わ
い
を

見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
登
山
道
や
山
小
屋

の
混
雑
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
渋
滞
は

一
層
深
刻
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
観
光

地
が
持
つ
受
け
入
れ
能
力
以
上
に
観
光
客

が
押
し
寄
せ
る
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
い
わ
れ
る
現
象
が
富
士
山
に
も
起
こ
っ

つ
か
な
い
場
所
だ
け
で
な
く
、
山
頂
付
近

の
登
山
道
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
食
料
品
の
袋
、
手
袋
、

タ
オ
ル
な
ど
の
ほ
か
、
尿
が
入
っ
た
袋
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
、便
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　不
法
投
棄
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、

拡
大
防
止
の
た
め
、
監
視
員
に
よ
る
巡
回

や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ご
み

は
、
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

も
得
な
が
ら
回
収
を
続
け
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
捨
て
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、

本
来
は
拾
う
必
要
の
な
い
ご
み
。

　ご
み
を
捨
て
な
い
、
捨
て
さ
せ
な
い
と

の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
県
は
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
て
不
法
投
棄
の
現
状
を

伝
え
、
美
し
い
富
士
山
を
後
世
に
残
す
た

め
に
活
動
す
る
人
々
の
姿
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ

る
巡
回
・
監
視
や
学
校
、
企
業
・
団
体
を

対
象
と
し
た
環
境
教
育
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
中
で
、
富
士
山
の
価
値
へ
の
理
解

や
保
全
の
対
策
も
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　民
間
団
体
に
よ
る
清
掃
活
動
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
登
山
者
な
ど
へ
ご
み

の
持
ち
帰
り
を
粘
り
強
く
呼
び
掛
け
て
き

た
こ
と
で
、
富
士
山
の
ご
み
を
減
ら
し
、

新
た
な
ご
み
を
増
や
さ
な
い
意
識
が
浸
透

し
て
い
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
山
小
屋
な
ど
へ
の
環
境
配
慮
型

ト
イ
レ
の
整
備
が
完
了
し
、
か
つ
て
の
浸

透
放
流
式
ト
イ
レ
か
ら
垂
れ
流
さ
れ
る
汚

物
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
で

き
て
い
た
「
白
い
川
」
と
呼
ば
れ
る
現
象

は
今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
宝
で
あ
る
富
士

山
の
環
境
は
、
近
年
、
劇
的
に
改
善
し
ま

し
た
―
。

　と
断
言
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
は
、

い
ま
だ
に
ご
み
の
投
棄
は
続
い
て
い
る
の

で
す
。

　右
下
の
写
真
は
、
二
つ
と
も
今
年
の
4

月
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
み
の
状

態
か
ら
、
最
近
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
山
麓
の
林
の
中
な
ど
人
目
に

東富士五湖道路、富士スバルラインなど、
富士山麓の道路付近に投棄されたごみの数 （々令和5年4月）

環
境
面
の
改
善
は
進
ん
だ
が
…

捨
て
る
の
も
拾
う
の
も
同
じ
人
間

大
量
に
押
し
寄
せ
る
車
、バ
ス
、人

コ
ロ
ナ
禍
後
の
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

【問い合わせ先】 政策企画グループ  TEL 055-223-1553  FAX 055-223-1776

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
以
降
、
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
、

観
光
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

確
保
す
る
た
め
の
施
設
内
配
置
な
ど
の
感

染
防
止
対
策
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
も
ゆ
と
り

の
あ
る
環
境
で
上
質
な
時
間
を
過
ご
し
た

い
人
々
の
大
き
な
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　山
小
屋
も
就
寝
ス
ペ
ー
ス
を
板
や
カ
ー

テ
ン
で
仕
切
り
、
収
容
人
数
を
制
限
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
に
大

勢
の
人
が
雑
魚
寝
す
る
窮
屈
な
施
設
を
求

め
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、

富
士
吉
田
口
登
山
道
の
登
山
者
数
は
か
つ

て
の
最
盛
期
の
水
準
ま
で
回
復
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
感
染
症
法
の
位
置
付
け
が
5
類

と
な
っ
て
初
め
て
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
今
年
は
、
開
山
期
間
中
の
山
小
屋
の

宿
泊
予
約
が
ほ
ぼ
埋
ま
り
、
海
外
か
ら
の

予
約
が
3
割
近
く
を
占
め
る
と
い
う
声
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

富
士
山
の
環
境
や
資
源
を
保
全
す
る
た
め

に
来
訪
者
数
を
ど
の
よ
う
に
適
正
に
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
登
山
者
な
ど
観
光
客

の
満
足
度
を
ど
の
よ
う
に
上
げ
る
の
か
、

早
急
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　県
は
平
成
28
年
か
ら
3
年
間
、
ど
れ
く

ら
い
の
登
山
者
が
同
時
に
入
山
で
き
る
か

を
調
査
・
研
究
し
「
望
ま
し
い
富
士
登
山

の
在
り
方
」
や
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

指
標
を
定
め
ま
し
た
。

　こ
の
指
標
を
実
現
す
る
た
め
、
混
雑
予

想
な
ど
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
登
山
者
の

分
散
を
促
し
た
り
、
構
成
資
産
を
巡
る
モ

デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定
・
周
知
に
よ
り
山
麓

へ
の
周
遊
を
促
進
し
た
り
す
る
な
ど
の
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　富
士
山
へ
の
来
訪
者
数
を
適
正
化
し
、

富
士
山
の
保
全
と
、
満
足
度
の
高
い
登
山

環
境
を
整
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
持
続

可
能
な
富
士
山
観
光
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。

今
も
な
お
続
く
富
士
山
へ
の
不
法
投
棄

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
富
士
山
に
も

五合目駐車場に向かう車やバスで渋滞する富士スバルライン（平成28年）

トイレを待つ登山者で行列する
八合目山小屋（平成25年）

登山者や観光客で混雑する五合目駐車場（令和元年）

御来光を見るために山頂へ向かう多くの登山者（平成29年）

下山する人らで渋滞する
下江戸屋分岐付近（平成25年）
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　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
麓
の
街

で
山
岳
観
光
を
勉
強
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

大
勢
で
頂
上
を
目
指
す
だ
け
の
富
士
山
登

山
の
在
り
方
に
疑
問
を
抱
き
、
35
歳
で
登

山
ガ
イ
ド
と
し
て
起
業
を
決
意
し
ま
し
た
。

以
来
、
富
士
山
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
7
5
0
回
く
ら
い

登
っ
て
い
ま
す
。

近
藤
　僕
は
地
元
富
士
吉
田
市
の
出
身
で

す
が
、
か
つ
て
は
ま
っ
た
く
富
士
山
に
興

味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
30
歳
の
時
に

副
業
と
し
て
登
山
ガ
イ
ド
を
始
め
た
こ
と

か
ら
徐
々
に
富
士
山
に
魅
せ
ら
れ
た
の
で

す
。 　平

成
25
年
6
月
、
富
士
山
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
普
遍
的
な

価
値
を
後
世
に
継
承
す
る
責
任
を
負
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
富
士
山
が

世
界
の
宝
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
富
士
山
に
つ
い
て
正
し
く

知
り
、
保
全
に
向
け
た
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　そ
ん
な
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
保
全
活
動
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
お
二
人

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
富
士
山
の
価
値
や
保
全
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
田
　私
は
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
や

そ
の
後
の
保
全
に
関
わ
る
活
動
に
20
年
以

上
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　平
成
4
年
に
日
本
が
世
界
遺
産
条
約
を

批
准
し
た
当
初
、
富
士
山
の
「
自
然
遺
産

登
録
」
を
目
指
す
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
富
士
山
は
固
有
の
生
態
系
な
ど

の
強
み
が
少
な
く
、
さ
ら
に
環
境
問
題
を

抱
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、登
録
基
準
に
合
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、

富
士
講
に
代
表
さ
れ
る
信
仰
や
、
浮
世
絵

に
描
か
れ
て
き
た
富
士
山
の
芸
術
と
し
て

の
価
値
に
着
目
し
「
文
化
遺
産
登
録
」
を

目
標
に
掲
げ
、
平
成
15
年
か
ら
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
さ
ら
に
10
年
の
歳
月
を
か
け

て
、
富
士
山
は
「
世
界
文
化
遺
産
」
に
登

録
さ
れ
た
の
で
す
。

近
藤
　世
界
遺
産
登
録
へ
と
導
い
て
く
れ

た
小
田
さ
ん
に
は
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
実
は
世
界
遺
産
登
録
が
決
ま
っ
た

時
、
登
山
ガ
イ
ド
と
し
て
は
喜
び
よ
り
も

新
た
な
課
題
が
生
じ
る
事
へ
の
不
安
の
方

が
大
き
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、10
年
経
っ

た
今
は
、
世
界
の
宝
と
な
っ
た
こ
と
で
み

ん
な
の
意
識
が
富
士
山
に
向
く
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
田
　私
の
考
え
る
富
士
山
の
価
値
。
そ

れ
は
、
例
え
ば
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
時

や
辛
い
時
に
富
士
山
を
見
る
と
心
が
落
ち

着
き
、
よ
し
、
や
ろ
う
と
前
を
向
け
る
。

富
士
山
を
通
し
て
自
分
の
人
生
と
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
が
大
き
な
価
値

だ
と
思
い
ま
す
。

【問い合わせ先】 世界遺産富士山課  TEL 055-223-1316  FAX 055-223-1438

　日
本
で
は
自
然
界
の
中
に
神
が
宿
る
と

い
う
考
え
か
ら
宗
教
が
形
作
ら
れ
、
山
岳

信
仰
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
富
士
山
を
見
る

と
人
は
手
を
合
わ
せ
た
く
な
り
ま
す
。
や

は
り
富
士
山
と
い
う
自
然
物
に
「
神
聖
」

な
も
の
を
見
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　近
藤
さ
ん
に
と
っ
て
富
士
山
は
ど
の
よ

う
な
存
在
で
す
か
。

近
藤
　そ
う
で
す
ね
、
僕
は
い
つ
も
「
両

親
の
よ
う
な
存
在
で
す
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
い
つ
も
看
て
い
て
く
れ
て
、
そ
し
て

励
ま
し
て
く
れ
る
懐
の
深
い
大
き
な
存
在

で
す
。
麓
を
歩
く
だ
け
で
も
、
遠
く
か
ら

眺
め
る
だ
け
で
も
、
富
士
山
の
も
の
す
ご

い
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
富
士
講
の
時
代
か
ら
、
人
々
は

富
士
山
と
向
き
合
い
、
自
ら
の
人
生
と
重

ね
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

小
田
　一
方
で
、
富
士
山
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
価
値
を
次
世
代
へ

守
り
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
神
聖
な
山
で

あ
る
富
士
山
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の
整
備

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
五
合
目

の
ご
み
問
題
、
発
電
機
の
騒
音
、
臭
い
な

ど
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　富
士
山
の
自
然
や
文
化
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
今
の
状
態
の
ま
ま
手
を
加
え

な
い
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
適
切
な
整
備
を
し
、
本
来

の
価
値
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
に
戻
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

近
藤
　他
に
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
課
題
で
す
ね
。
現
在
の
富
士
山
は
、
昼

前
に
五
合
目
に
集
ま
り
、
早
朝
に
は
頂
上

見
つ
め
直
す
、富
士
山
の
価
値

富
士
山
を
通
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
と
向
き
合
う

で
御
来
光
を
見
る
と
い
っ
た
ツ
ア
ー
が
組

ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
定
の
場
所
・
時

間
帯
に
人
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
僕
は
曜

日
や
時
間
な
ど
を
工
夫
し
て
「
ず
ら
し
登

山
」
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
混
雑
時
間

帯
を
避
け
る
こ
と
で
、
お
客
様
の
感
動
度

が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
前
泊
・
後
泊
を

促
す
こ
と
で
、
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
を

巡
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
へ
の
還
元
に
も

な
る
と
考
え
ま
す
。

　ア
ク
セ
ス
方
法
や
ツ
ア
ー
の
つ
く
り
方

で
来
訪
者
の
分
散
を
促
す
な
ど
、
本
来
の

富
士
山
の
価
値
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
受
け
入
れ
る
側
の
姿
勢
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

小
田
　こ
れ
か
ら
の
富
士
山
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
、
私
は
富
士
山
を
平
和
の
シ
ン

富
士
山
と
と
も
に
歩
ん
だ
人
生

次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

次
の
10
年
に
向
け
て

励
ま
さ
れ
、前
を
向
け
る

平成25年6月22日、カンボジアの首都プノンペンで開かれ
た第37回世界遺産委員会で富士山の文化遺産登録が決
定した。

事業家・教育者

小田 全宏 さん
認定NPO法人 富士山世界遺産国民会議運営委員長
（株）ルネッサンス・ユニバーシティ代表取締役
世界遺産登録運動に尽力

合力では、ずらし登山や少人数の構成により、富士山の魅
力を感じられる感動度の高いツアーを提供している。

ボ
ル
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宗
教

も
、
西
洋
・
東
洋
も
関
係
な
く
、
み
ん
な

が
世
界
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
て
い
く
よ
う

な
場
所
に
成
り
得
る
と
思
い
ま
す
。「
一
人

一
人
が
自
分
と
出
会
い
、
み
ん
な
が
平
和

を
願
う
」。
そ
こ
に
富
士
山
の
神
髄
が
あ
る

と
私
は
考
え
ま
す
。

近
藤
　時
代
と
と
も
に
富
士
山
と
の
関
わ

り
方
も
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
価
値
を
受
け

継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
た

人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
に
富

士
山
の
リ
ア
ル
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
。

富
士
山
は
日
々
投
げ
か
け
て
く
る
も
の
が

違
う
の
で
、
そ
れ
を
若
者
に
キ
ャ
ッ
チ
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
住
ん
で
い

る
人
も
、
訪
れ
た
人
も
み
ん
な
が
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
「
感
幸
（
か
ん
こ
う
）」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

富士山対談

小田全宏
Zenko Oda

事業家・教育者

近藤光一
Koichi Kondo

富士山エコツアーガイド

提供：合力

富士山エコツアーガイド

近藤 光一 さん
富士山登山学校ごうりき代表（（株）合力代表取締役）
環境省自然公園指導員
富士山の麓から山頂までのエリアにて、少人数エコツアーの
ガイド事業に従事。
ごうりきは環境省「エコツーリズム大賞」を受賞
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　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
麓
の
街

で
山
岳
観
光
を
勉
強
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

大
勢
で
頂
上
を
目
指
す
だ
け
の
富
士
山
登

山
の
在
り
方
に
疑
問
を
抱
き
、
35
歳
で
登

山
ガ
イ
ド
と
し
て
起
業
を
決
意
し
ま
し
た
。

以
来
、
富
士
山
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
7
5
0
回
く
ら
い

登
っ
て
い
ま
す
。

近
藤
　僕
は
地
元
富
士
吉
田
市
の
出
身
で

す
が
、
か
つ
て
は
ま
っ
た
く
富
士
山
に
興

味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
30
歳
の
時
に

副
業
と
し
て
登
山
ガ
イ
ド
を
始
め
た
こ
と

か
ら
徐
々
に
富
士
山
に
魅
せ
ら
れ
た
の
で

す
。 　平

成
25
年
6
月
、
富
士
山
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
普
遍
的
な

価
値
を
後
世
に
継
承
す
る
責
任
を
負
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
富
士
山
が

世
界
の
宝
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
富
士
山
に
つ
い
て
正
し
く

知
り
、
保
全
に
向
け
た
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　そ
ん
な
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
保
全
活
動
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
お
二
人

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
富
士
山
の
価
値
や
保
全
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
田
　私
は
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
や

そ
の
後
の
保
全
に
関
わ
る
活
動
に
20
年
以

上
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　平
成
4
年
に
日
本
が
世
界
遺
産
条
約
を

批
准
し
た
当
初
、
富
士
山
の
「
自
然
遺
産

登
録
」
を
目
指
す
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
富
士
山
は
固
有
の
生
態
系
な
ど

の
強
み
が
少
な
く
、
さ
ら
に
環
境
問
題
を

抱
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、登
録
基
準
に
合
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、

富
士
講
に
代
表
さ
れ
る
信
仰
や
、
浮
世
絵

に
描
か
れ
て
き
た
富
士
山
の
芸
術
と
し
て

の
価
値
に
着
目
し
「
文
化
遺
産
登
録
」
を

目
標
に
掲
げ
、
平
成
15
年
か
ら
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
さ
ら
に
10
年
の
歳
月
を
か
け

て
、
富
士
山
は
「
世
界
文
化
遺
産
」
に
登

録
さ
れ
た
の
で
す
。

近
藤
　世
界
遺
産
登
録
へ
と
導
い
て
く
れ

た
小
田
さ
ん
に
は
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
実
は
世
界
遺
産
登
録
が
決
ま
っ
た

時
、
登
山
ガ
イ
ド
と
し
て
は
喜
び
よ
り
も

新
た
な
課
題
が
生
じ
る
事
へ
の
不
安
の
方

が
大
き
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、10
年
経
っ

た
今
は
、
世
界
の
宝
と
な
っ
た
こ
と
で
み

ん
な
の
意
識
が
富
士
山
に
向
く
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
田
　私
の
考
え
る
富
士
山
の
価
値
。
そ

れ
は
、
例
え
ば
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
時

や
辛
い
時
に
富
士
山
を
見
る
と
心
が
落
ち

着
き
、
よ
し
、
や
ろ
う
と
前
を
向
け
る
。

富
士
山
を
通
し
て
自
分
の
人
生
と
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
が
大
き
な
価
値

だ
と
思
い
ま
す
。

【問い合わせ先】 世界遺産富士山課  TEL 055-223-1316  FAX 055-223-1438

　日
本
で
は
自
然
界
の
中
に
神
が
宿
る
と

い
う
考
え
か
ら
宗
教
が
形
作
ら
れ
、
山
岳

信
仰
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
富
士
山
を
見
る

と
人
は
手
を
合
わ
せ
た
く
な
り
ま
す
。
や

は
り
富
士
山
と
い
う
自
然
物
に
「
神
聖
」

な
も
の
を
見
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　近
藤
さ
ん
に
と
っ
て
富
士
山
は
ど
の
よ

う
な
存
在
で
す
か
。

近
藤
　そ
う
で
す
ね
、
僕
は
い
つ
も
「
両

親
の
よ
う
な
存
在
で
す
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
い
つ
も
看
て
い
て
く
れ
て
、
そ
し
て

励
ま
し
て
く
れ
る
懐
の
深
い
大
き
な
存
在

で
す
。
麓
を
歩
く
だ
け
で
も
、
遠
く
か
ら

眺
め
る
だ
け
で
も
、
富
士
山
の
も
の
す
ご

い
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
富
士
講
の
時
代
か
ら
、
人
々
は

富
士
山
と
向
き
合
い
、
自
ら
の
人
生
と
重

ね
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

小
田
　一
方
で
、
富
士
山
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
価
値
を
次
世
代
へ

守
り
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
神
聖
な
山
で

あ
る
富
士
山
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の
整
備

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
五
合
目

の
ご
み
問
題
、
発
電
機
の
騒
音
、
臭
い
な

ど
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　富
士
山
の
自
然
や
文
化
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
今
の
状
態
の
ま
ま
手
を
加
え

な
い
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
適
切
な
整
備
を
し
、
本
来

の
価
値
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
に
戻
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

近
藤
　他
に
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
課
題
で
す
ね
。
現
在
の
富
士
山
は
、
昼

前
に
五
合
目
に
集
ま
り
、
早
朝
に
は
頂
上

見
つ
め
直
す
、富
士
山
の
価
値

富
士
山
を
通
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
と
向
き
合
う

で
御
来
光
を
見
る
と
い
っ
た
ツ
ア
ー
が
組

ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
定
の
場
所
・
時

間
帯
に
人
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
僕
は
曜

日
や
時
間
な
ど
を
工
夫
し
て
「
ず
ら
し
登

山
」
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
混
雑
時
間

帯
を
避
け
る
こ
と
で
、
お
客
様
の
感
動
度

が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
前
泊
・
後
泊
を

促
す
こ
と
で
、
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
を

巡
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
へ
の
還
元
に
も

な
る
と
考
え
ま
す
。

　ア
ク
セ
ス
方
法
や
ツ
ア
ー
の
つ
く
り
方

で
来
訪
者
の
分
散
を
促
す
な
ど
、
本
来
の

富
士
山
の
価
値
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
受
け
入
れ
る
側
の
姿
勢
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

小
田
　こ
れ
か
ら
の
富
士
山
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
、
私
は
富
士
山
を
平
和
の
シ
ン

富
士
山
と
と
も
に
歩
ん
だ
人
生

次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

次
の
10
年
に
向
け
て

励
ま
さ
れ
、前
を
向
け
る

平成25年6月22日、カンボジアの首都プノンペンで開かれ
た第37回世界遺産委員会で富士山の文化遺産登録が決
定した。

事業家・教育者

小田 全宏 さん
認定NPO法人 富士山世界遺産国民会議運営委員長
（株）ルネッサンス・ユニバーシティ代表取締役
世界遺産登録運動に尽力

合力では、ずらし登山や少人数の構成により、富士山の魅
力を感じられる感動度の高いツアーを提供している。

ボ
ル
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宗
教

も
、
西
洋
・
東
洋
も
関
係
な
く
、
み
ん
な

が
世
界
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
て
い
く
よ
う

な
場
所
に
成
り
得
る
と
思
い
ま
す
。「
一
人

一
人
が
自
分
と
出
会
い
、
み
ん
な
が
平
和

を
願
う
」。
そ
こ
に
富
士
山
の
神
髄
が
あ
る

と
私
は
考
え
ま
す
。

近
藤
　時
代
と
と
も
に
富
士
山
と
の
関
わ

り
方
も
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
価
値
を
受
け

継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
た

人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
に
富

士
山
の
リ
ア
ル
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
。

富
士
山
は
日
々
投
げ
か
け
て
く
る
も
の
が

違
う
の
で
、
そ
れ
を
若
者
に
キ
ャ
ッ
チ
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
住
ん
で
い

る
人
も
、
訪
れ
た
人
も
み
ん
な
が
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
「
感
幸
（
か
ん
こ
う
）」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

富士山対談

小田全宏
Zenko Oda

事業家・教育者

近藤光一
Koichi Kondo

富士山エコツアーガイド

提供：合力

富士山エコツアーガイド

近藤 光一 さん
富士山登山学校ごうりき代表（（株）合力代表取締役）
環境省自然公園指導員
富士山の麓から山頂までのエリアにて、少人数エコツアーの
ガイド事業に従事。
ごうりきは環境省「エコツーリズム大賞」を受賞
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【問い合わせ先】 富士山登山鉄道推進グループ  TEL 055-225-3967  FAX 055-223-1651

　
江
戸
時
代
、
歌
川
広
重
や
葛
飾
北
斎
を

は
じ
め
多
く
の
画
家
に
描
か
れ
て
き
た
富

士
山
。
こ
れ
ら
の
絵
画
は
海
を
渡
り
、ゴ
ッ

ホ
な
ど
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
た

ち
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
1
0
0
年
以
上
経
過
し
た
現

在
、
富
士
山
の
麓
に
広
が
る
富
士
五
湖
地

域
は
最
高
の
芸
術
や
音
楽
を
楽
し
め
る

ア
ー
ト
シ
テ
ィ
に
進
化
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
４
月
、
日
本
の
芸
術
界
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
公
益
社
団
法
人
日
展
が
、
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
画
し
ま
し
た
。
日
展
は

富
士
五
湖
地
域
の
美
術
館
や
ホ
テ
ル
と
連

携
し
た
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
会
等
、
多
様

な
発
表
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
日
展
の
参
画
に
よ
っ
て
、
富
士

山
の
麓
に
は
日
本
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
集
ま
り
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
次
々

と
世
界
に
発
信
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
富
士
山
の
麓
に
、
国
内
最
高
の
観
光
リ

ゾ
ー
ト
地
と
最
先
端
の
首
都
圏
機
能
を
融

合
さ
せ
た
、
世
界
に
類
を
見
な
い
先
進
的

地
域
「
自
然
首
都
圏
」
を
創
出
し
よ
う
と
、

県
は
昨
年
、富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
芸
術
の
街
（
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
）
の

推
進
や
環
境
に
優
し
い
次
世
代
交
通
（
グ

リ
ー
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
普
及
、
学
問
・

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
地
（
ア

カ
デ
メ
イ
ア
）
の
促
進
な
ど
を
テ
ー
マ
に

5
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）

を
立
ち
上
げ
、
地
域
住
民
や
参
画
企
業
・

組
織
と
共
に
、
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

世界に類を見ない、上質で先進的な地域を目指す富士五湖地域

自
然
首
都
圏
に
向
け
て

動
き
出
し
た
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
道

世
界
に
類
を
見
な
い
先
進
的
な
富
士
五
湖
地
域
へ

　
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
の
際
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
環
境
と
観
光
の
両
立
な
ど
解
決

す
べ
き
多
く
の
宿
題
が
出
さ
れ
、
県
は
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
環
境
負
荷
な
ど
、
い

ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
根
本
的
に
解
決
し
、
上
質
で

先
進
的
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
富
士
五
湖
地
域
で
は
、
持
続
可
能
な
観
光
・
地
域

の
在
り
方
を
県
内
外
の
人
や
企
業
・
組
織
が
共
に
考
え
実
行
し
て
い
く
新
た
な
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
住
民
は
日
常
的
に
優
れ
た
芸
術

に
触
れ
、
日
々
の
生
活
に
彩
り
が
加
わ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
富
士
山
が
持
つ
芸
術
の
源
泉
と
し
て
の

価
値
を
後
世
に
受
け
継
ぎ
、
い
つ
ま
で
も

芸
術
家
に
愛
さ
れ
る
地
域
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
次
世
代
交
通
に
つ
い

て
も
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。
山
梨
県
側
の

富
士
山
五
合
目
は
、
電
気
も
水
も
引
か
れ
て

お
ら
ず
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
自
動
車
や

自
家
発
電
機
の
排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
環
境

負
荷
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
信
仰
の
山
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
づ
く

り
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
多

く
の
方
が
期
待
す
る
よ
う
な
富
士
山
と
は
懸

け
離
れ
る
一
方
で
す
。
世
界
遺
産
登
録
の
際

に
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
国
際
記
念

物
遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
か
ら
も
、
来
訪

者
管
理
、
環
境
保
全
、
景
観
保
全
に
つ
い
て

改
善
を
要
請
さ
れ
て
お
り
、
地
元
自
治
体
の

責
任
と
し
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
中
、
課
題
を
一
挙
に
解
決
に

導
く
方
法
の
一
つ
と
し
て
検
討
を
進
め
て

い
る
の
が「
富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
」で
す
。

　
今
あ
る
道
路
の
上
に
レ
ー
ル
を
敷
き
、

次
世
代
型
の
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
を
走

ら
せ
、
来
訪
者
を
五
合
目
ま
で
運
び
ま
す
。

電
気
で
走
る
た
め
、
排
気
ガ
ス
は
出
ま
せ

ん
。Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
と
同
時
に
ル
ー
ト
に
沿
っ

て
電
気
や
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
れ
ば
、
五
合
目
の
自
家
発
電
に
よ

る
排
気
ガ
ス
の
問
題
も
解
決
で
き
、
環
境

負
荷
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
道
路
の
渋
滞
は

な
く
な
り
、
ま
る
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る

山
岳
鉄
道
の
よ
う
に
、
美
し
い
景
観
も
保

て
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
登
山
鉄
道

は
来
訪
者
数
を
適
正
に
保
つ
と
と
も
に
、

年
間
を
通
し
て
運
行
す
る
こ
と
で
、
富
士

山
の
四
季
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
こ
と
か

ら
、
来
訪
者
の
満
足
度
向
上
も
期
待
で
き

ま
す
。

　　　
か
つ
て
何
度
も
提
唱
さ
れ
て
き
た
富
士

山
登
山
鉄
道
で
す
が
、
ど
れ
も
具
体
性
に

欠
け
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
ま
ず
国
内
の
有
識
者

に
よ
る
検
討
会
を
開
催
し
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
が

富
士
山
の
環
境
保
全
に
有
効
で
あ
り
、
安

全
性
や
快
適
性
な
ど
の
点
で
最
も
優
れ
た

交
通
手
段
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
関
係
す
る
自
治
体
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
、
富
士
山
で
働
く
皆
さ
ん

と
し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
富
士
山
・
富
士
五
湖
地
域

を
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
な
の
か
、

皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

イ
コ
モ
ス
が
鳴
ら
す
警
鐘

構
想
を
よ
り
具
体
的
に

　今の富士山は観光客が多すぎて世界遺産にふさわしくな
いって言われているんだ。それに今は五合目に電気や上下
水道がないので、自家発電機で重油を燃やして発電したり
麓から自動車で水を運んだりしなければならないんだ。多すぎ
る観光客を減らして、このような環境負荷を少しでも軽くする
ためのアイデアとして登山鉄道を検討しているんだよ。

なぜ登山鉄道を検討しているの？
　LRTは新しいタイプの路面電車なん
だ。富士山みたいな急な坂道も上れる
し、当然排気ガスも出ないから、自然に優
しい交通手段だね。今検討しているLRT
は電線も必要ないタイプなので、富士山
の景色も悪くならないよ。

ＬＲＴってなに？

　富士山五合目に電気バス・水素バスを
導入するにはたくさんの車両やドライバー
が必要で、運行上の課題があるんだよ。そ
れに上質な空間と特別な体験を提供でき
るLRTの方が観光資源としての魅力があ
るんだ。 

　それは逆だよ。今は来訪者の多くが夏場
に集中して押し寄せているのを、年間に分
散させながら適正な数にしていく計画なん
だ。バスやクルマと違って、鉄道なら運行回
数や運行時間をうまく決めれば、お客さんの
数をコントロールできるからね。

なぜバスではなくLRTなの？

観光客や登山者が
増えるのでは？

　「信仰の対象」「芸術の源泉」
としての富士山本来の価値を感
じることができるし、乗車体験そ
のものが思い出に残り、満足度
も向上するよ！ 

訪れる人には
どんないいことがあるの？

　今はコンクリートの人工物が目
立つ状態だから、LRTの駅を建
てるときに五合目全体が自然に
溶け込んだ外観になる計画だよ。
防災拠点としてシェルター機能も
持たせて災害に備えるんだ。

五合目は
どうなるの？

もっと知りたい！

富士山登山鉄道の終着駅となる新しい富士山五合目のイメージ図

富士山で暮らす
オコジョ博士

　今の富士山は多くの観光客や排気ガスなどで本来の神聖さが損なわれて
いる状態なんだ。登山鉄道で観光客数や排気ガスの問題を解決して、信仰の
山にふさわしい神聖さを取り戻そうとしているんだよ。それに、今ある道路の上
に軌道を引くし、新しい電線も作らないから、自然破壊や環境破壊にはならな
いよ。自然を守るために自動車から鉄道に切り替えるのは、世界中で常識に
なっているんだ。

神聖な富士山を傷付けるのでは？

自然首都圏構想
WG

富士五湖
グリーン
モビリティ

WG

グローバル
富士五湖

WG

富士五湖
アカデメイア

WG

アートシティ
富士五湖

WG

世界文化遺産登録10周年！  富士山の普遍的価値を未来へ
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を
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。
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、
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で
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、
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が
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と
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に
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な
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を
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に
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つ
の
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、
地
域
住
民
や
参
画
企
業
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と
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に
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を
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す
。

こ
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う
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、
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の
推
進
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

世界に類を見ない、上質で先進的な地域を目指す富士五湖地域

自
然
首
都
圏
に
向
け
て

動
き
出
し
た
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
道

世
界
に
類
を
見
な
い
先
進
的
な
富
士
五
湖
地
域
へ

　
富
士
山
の
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遺
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の
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と
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両
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な
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の
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、
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は
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域
と
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が
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の
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に
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。
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し
、
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や
環
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だ
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実
行
し
て
い
く
新
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沿
っ

て
電
気
や
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
れ
ば
、
五
合
目
の
自
家
発
電
に
よ

る
排
気
ガ
ス
の
問
題
も
解
決
で
き
、
環
境

負
荷
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
道
路
の
渋
滞
は

な
く
な
り
、
ま
る
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る

山
岳
鉄
道
の
よ
う
に
、
美
し
い
景
観
も
保

て
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
登
山
鉄
道

は
来
訪
者
数
を
適
正
に
保
つ
と
と
も
に
、

年
間
を
通
し
て
運
行
す
る
こ
と
で
、
富
士

山
の
四
季
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
こ
と
か

ら
、
来
訪
者
の
満
足
度
向
上
も
期
待
で
き

ま
す
。

　　　
か
つ
て
何
度
も
提
唱
さ
れ
て
き
た
富
士

山
登
山
鉄
道
で
す
が
、
ど
れ
も
具
体
性
に

欠
け
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
ま
ず
国
内
の
有
識
者

に
よ
る
検
討
会
を
開
催
し
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
が

富
士
山
の
環
境
保
全
に
有
効
で
あ
り
、
安

全
性
や
快
適
性
な
ど
の
点
で
最
も
優
れ
た

交
通
手
段
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
関
係
す
る
自
治
体
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
、
富
士
山
で
働
く
皆
さ
ん

と
し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
富
士
山
・
富
士
五
湖
地
域

を
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
な
の
か
、

皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

イ
コ
モ
ス
が
鳴
ら
す
警
鐘

構
想
を
よ
り
具
体
的
に

　今の富士山は観光客が多すぎて世界遺産にふさわしくな
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の景色も悪くならないよ。

ＬＲＴってなに？
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るLRTの方が観光資源としての魅力があ
るんだ。 

　それは逆だよ。今は来訪者の多くが夏場
に集中して押し寄せているのを、年間に分
散させながら適正な数にしていく計画なん
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数や運行時間をうまく決めれば、お客さんの
数をコントロールできるからね。

なぜバスではなくLRTなの？

観光客や登山者が
増えるのでは？

　「信仰の対象」「芸術の源泉」
としての富士山本来の価値を感
じることができるし、乗車体験そ
のものが思い出に残り、満足度
も向上するよ！ 

訪れる人には
どんないいことがあるの？
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てるときに五合目全体が自然に
溶け込んだ外観になる計画だよ。
防災拠点としてシェルター機能も
持たせて災害に備えるんだ。

五合目は
どうなるの？

もっと知りたい！

富士山登山鉄道の終着駅となる新しい富士山五合目のイメージ図

富士山で暮らす
オコジョ博士

　今の富士山は多くの観光客や排気ガスなどで本来の神聖さが損なわれて
いる状態なんだ。登山鉄道で観光客数や排気ガスの問題を解決して、信仰の
山にふさわしい神聖さを取り戻そうとしているんだよ。それに、今ある道路の上
に軌道を引くし、新しい電線も作らないから、自然破壊や環境破壊にはならな
いよ。自然を守るために自動車から鉄道に切り替えるのは、世界中で常識に
なっているんだ。

神聖な富士山を傷付けるのでは？

自然首都圏構想
WG

富士五湖
グリーン
モビリティ

WG

グローバル
富士五湖

WG

富士五湖
アカデメイア

WG

アートシティ
富士五湖

WG

世界文化遺産登録10周年！  富士山の普遍的価値を未来へ
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〜
子
ど
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
特
集
〜

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
!

や
ま
な
し
の
公
園ウェブでも山梨の魅力を発信中!

山梨県の様々な
魅力をお届けする
県公式のブランド情報
発信サイトです

〈大噴水〉
○利用期間／4月下旬～10月中旬
○定休日／期間中は無休
○利用時間／9:30～16:00
○利用料金／無料

〈カヌー場〉
○利用期間／4月～11月
○定休日／水曜日
   （祝日の場合は翌日）
○利用時間／9:00～17:00
   （最終受付16:00）
○利用料金：別記参照

　
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
山

梨
に
は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
然

を
体
感
し
な
が
ら
楽
し
め
る
公
園
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
遊
び
な
が
ら
子
ど
も
の「
生
き
る

力
」を
育
む
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
待
っ
て
い
ま
す
。さ
ぁ
、

み
ん
な
で
行
っ
て
み
よ
う
！

　東京ドーム約11個分の広大な公
園内には大小のすべり台やネット遊
具、ふわふわドーム、巨大迷路など
楽しみが満載。夏場のオススメは、
125個の穴からランダムに吹き上が
る水と戯れることができる「大噴水」
や子どもから大人まで楽しめる「カ
ヌー体験」です。美しいバラ園をはじ
め四季を彩る花々を愛でながら散
策するのも楽しいひとときです。

大月市富浜町鳥沢8438 ☎ 0554-20-3080
〈西・中央・東ゾーン〉
○定休日／年中無休
○利用時間／終日開放
○利用料金／無料

　傾斜のある地形を生かし自然との一体感がある公園
は、特色の異なる3つのゾーンに分かれていて、遊んだり、
農林業体験などのイベントに参加したり、芝生でピクニッ
クをしたり、家族みんなで楽しい時間を過ごすことができ
ます。園内の遊具は今年の3月にリニューアルが完了し、
子どもに大人気 !

南アルプス市六科1588-2 ☎ 055-285-4712
〈遊戯広場〉
○定休日／年中無休
○利用時間／終日開放
○利用料金／無料

　東京ドーム7個分の広大な敷地にはバラエティに富ん
だ50個の遊具があります。夏季には水遊びも楽しめま
す。園内には四季折々のハーブが咲き、イベントもたくさ
ん開催され一年を通じて楽しみがいっぱいです。健康増
進を目的とした大人向けのストレッチ器具もあり、家族み
んなで楽しく体を動かせる公園です。

　足元に水が流れる屋外のアクアアスレチックはスリル
満点 ! もし天気が悪くても、屋内施設の「わんぱくドーム」
で元気いっぱい体を動かして遊べます。ドーム内のらせん
階段を降りると「くだもの館」に直結し、フルーツの事を
ゲーム感覚で楽しく学ぶことができるなど、フルーツ王国
やまなしを感じられる公園です。

甲府市愛宕町358-1 ☎ 055-253-5933
〈自由広場〉
○定休日／年中無休
○利用時間／9:00～17:00（7・8月は～18:00）
○利用料金／無料

　今年の4月にリニューアルオープン ! 「ふわふわドー
ム」や、クライム系・すべり台などが楽しめる「ぼくらの冒
険トリデ」が大人気。障害の有無に関わらず遊ぶことが
できる「インクルーシブ遊具」も設置されています。公園
の隣にある県立科学館にも立ち寄れば、わくわく気分は
最高潮 ! 

北杜市高根町清里3545-5清里丘の公園ファミリーパーク内 ☎ 0551-48-5551
〈こどもパラダイス広場SÖPÖ〉
○定休日／4月～12月：無休、1月～ 3月：毎週火曜日定休
○利用時間／9:00～16:00（GW・夏休み期間は～18:00）
※混雑状況によって時間や人数を制限する場合があります。

　大きな窓の向こうに清里の自然が広がる屋内の遊び
場。ハイハイ期の赤ちゃんも安心して遊べるスペースやお
ままごとコーナーのほか、子どもの想像力が広がる知育
玩具も充実。アクティブに遊べるエリアもあり、多彩な遊
び方が楽しめます。館内には温泉施設もあって大人も
ホッと癒されます。

南巨摩郡身延町下山1597 ☎ 0556-62-5545

〈アクアアスレチック〉
○利用期間／4月～10月
○定休日／期間中は無休
○利用時間／9:30～16:00
○利用料金／無料

〈わんぱくドーム〉
○定休日／年中無休
○利用時間／9:00～17:00
   （5月～10月の土日祝は～18:00）
○利用料金／無料

山梨市江曽原1488 ☎ 0553-23-4101

〈料金一覧〉※1時間当たり

施設使用料
230円 110円 50円
一般

1人乗り 3人乗り

高校生 中学生
以下

240円 360円
カヌー使用料

〈料金一覧〉
SÖPÖ+温泉

850円 800円 無料

大人
（中学生以上）

子ども
（1歳～小学生） 0歳児
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FSC認証とは、持続可能な森林活用・保全を目的として
「適切な森林管理」を認定する国際的な制度のこと。

の
取
扱
製
品
に
は
、ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

と
表
示
し
て
い
ま
す
」

　
山
本
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
ハ
イ
ブ
ラ

ン
ド
や
世
界
自
然
保
護
基
金
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
、
オ
フ
ァ
ー
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

内
の
取
引
先
も
大
都
市
圏
の
大
手
企
業
が
多
い
そ
う
で
す
。

　「
従
業
員
４
人
と
い
う
小
規
模
な
会
社
が
、世
界
的
な
企
業
・

団
体
と
大
き
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
が

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
や
、
山
梨
の
自
然
、
そ
し
て
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

　
山
本
さ
ん
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
を
使
う
こ
と
だ
け
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
い
と
言
い
ま
す
。

　「
私
は
木
材
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
使
い
切
る
こ
と
が
環
境
に

配
慮
す
る
こ
と
の
『
本
質
』
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

森
林
を
守
る
こ
と
や
木
の
価
値
を
生
か
す
大
切
さ
を
肌
で
感

じ
て
も
ら
う
た
め
の
森
林
教
育
を
企
業
向
け
に
行
っ
て
い
ま

す
。
目
の
前
で
伐
採
さ
れ
た
『
命
』
が
製
材
工
場
に
運
ば
れ

製
品
に
な
る
リ
ア
ル
な
現
場
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
企

業
の
環
境
意
識
を
高
め
、
林
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
他
に
も
、
商
業
施
設
の
家
具
に
地
元
の
木
材
を
使
う
な
ど

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
も
行
い
、
活
動
の
幅
は
広
い
。

　
最
後
に
、
同
世
代
の
山
梨
の
若
者
に
向
け
て
「
夢
を
か
な

え
る
道
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
な
る
と
か
、
環
境
保
全
団
体
に
就
職
す
る
の
も
一

つ
の
方
法
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
の
よ
う
に

新
し
い
道
を
探
り
な
が
ら
夢
を
実
現
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
社
会
人
経
験
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
を

経
て
祖
父
母
が
経
営
す
る
製
材
所
の
業
務
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
山
本
さ
ん
。
建
築
資
材
と
し
て
使
用
す
る
木
材
を
工

務
店
な
ど
に
卸
す
従
来
の
製
材
所
の
業
務
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
積
ん
だ
山
本
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
気
付
け
た
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
ま
ず
は
給
料
が
安
く
て
驚
き
ま
し
た
。
海
外
で
は
、
高
品

質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
れ
ば
、
そ
れ
に
見
合
う
対
価
が
得

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
高
品
質
で
あ
っ
て
も
常
に

安
価
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る

人
の
収
入
が
増
え
な
い
ん
で
す
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
守

る
た
め
に
は
、
そ
こ
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
」

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、
自
身
が

抱
く
夢
が
融
合
し
、
新
た
な
道
が
見
え
始
め
ま
す
。

　「
私
に
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
を
や
り
た
い
と
い
う
希

望
と
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
と
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
母
が
立
ち
上
げ
た
、
内
装
や
家
具
・
小
物

の
製
造
会
社
に
籍
を
置
く
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
決
め
た
ん

で
す
」

　
山
梨
県
有
林
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
を
使
用
し
て
、
そ
の
価
値

を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
も
加
わ
り
、
活
動
を
本
格
化
さ
せ

ま
す
。

　「
製
材
所
と
家
具
や
小
物
を
つ
く
る
会
社
を
つ
な
ぎ
、
ど
こ

で
生
産
さ
れ
た
Ｆ
Ｓ
Ｃ
材
な
の
か
、
ど
こ
の
誰
が
つ
く
っ
た

物
な
の
か
、
伐
採
か
ら
製
品
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
製
品
の
付
加
価
値
を
高
め
ま
し
た
。
弊
社

次へとつなぐ
若き先駆者たち
［ネクスト］

山梨県出身。
株式会社455studio専務取締役。
木製品の企画提案、企業のCSR活動の
サポート、企業間マッチング、その他さま
ざまなコーディネートを手がけている。

山本  瑞穂さん

山本　 瑞穂M I Z U H O
Y A M A M O T O

クリエイティブな視点で
山梨県産FSC認証材と山梨のものづくりを
国内外に発信！
株式会社455studio専務取締役

m
a
d
e  

i
n

Y
A
M
A
N
A
S
H
I
で
世
界
と
渡
り
合
う

森
林
教
育
や
地
域
活
性
化
に
も
取
り
組
む

オリジナルブランド商品の中で人気の高いろうそく台

（左）WWFからの依頼で製作した弁当箱と箸
（右）ショッピングモールで使われているテーブル

木材に焼印されたFSC認証マーク
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「適切な森林管理」を認定する国際的な制度のこと。

の
取
扱
製
品
に
は
、ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
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Ｈ
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Ｗ
Ｗ
Ｆ
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。
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梨
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Ｆ
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。
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。
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取
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。
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と
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。
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や
ま
な
し
の〝
そ
う
だ
っ
た
の
か
〞を
学
生
が
レ
ポ
ー
ト

そ
う
か
い
通
信

vol.

11

　中
部
横
断
自
動
車
道
の
山
梨
〜
静
岡
間
が
開
通
し
た

こ
と
で
峡
南
地
域
へ
の
観
光
客
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
東
海
地
方
か
ら
の
玄
関
口
で
あ
る
峡
南
地
域

に
、観
光
客
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　山
梨
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
峡
南
地
域

は
、県
内
5
つ
の
圏
域
（
峡
中
、峡
東
、峡
南
、峡
北
、富
士
・

東
部
）
の
中
で
も
観
光
客
数
や
宿
泊
者
数
が
少
な
く
、
外

国
人
宿
泊
者
の
比
率
も
低
い
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　そ
の
一
方
で
、
同
じ
調
査
で
は
訪
れ
た
観
光
客
の
満
足

山梨県

こ
の
地
域
な
ら
で
は
の「
文
化
」に
着
目
し
て
、今
あ
る
も

の
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、「
こ
こ
に
し
か
な
い
価
値
」を
生

み
出
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
事
業
者
、そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
今
回
の
ケ
ー
ス
が
モ
デ
ル
と
な
り
、他
の

地
域
に
も
広
が
る
こ
と
は
山
梨
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。若
い
皆
さ
ん
の
声
も
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

度
が
最
も
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
峡
南
地
域

の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ

と
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
宿
泊
す
る
地
域
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　そ
の
た
め
に
は
広
域
的
な
視
点
で
観
光
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
年
3
月
に
「
峡
南
地
域
観

光
振
興
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　戦
略
で
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
峡
南
地
域
の
価
値

を
伝
え
る
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
や
、
付
加
価
値

の
高
い
観
光
商
品
の
開
発
、
観
光
情
報
の
効
果
的
な

P
R
な
ど
に
つ
い
て
検
討
、
実
施
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

　国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
観
光
地
に
な
り
、
住
民
が
地
域

に
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇
用
が

創
出
さ
れ
て
地
域
全
体
が
豊
か
に
な
る
、
こ
れ
が
戦
略
で

描
く
未
来
の
峡
南
地
域
の
姿
な
の
で
す
。

　す
で
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
は
、
見
ど
こ
ろ
が
点
在
す
る
峡
南
地
域
で
の
移
動
に

ピ
ッ
タ
リ
。
人
気
ア
ニ
メ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
も
実
施
さ
れ

若
者
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
ま
す
ま
す
ア
ツ
く
な
る
峡
南
地
域
に
期
待
し
な

が
ら
、
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の
地
域
観
光
に
必
要
な
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　ま
ず
「
こ
の
地
域
に
し
か
な
い
」
と
い
う
強
み
を
生
か

す
こ
と
で
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
食
な
ど
の
発
信
が

そ
の
地
域
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　も
う
一
つ
は
「
人
の
つ
な
が
り
」
で
す
。
地
域
の
心
温

ま
る
人
々
の
つ
な
が
り
の
中
に
、
観
光
客
を
迎
え
入
れ
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　単
独
で
は
効
果
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
、
関
係
者
が
連

携
す
れ
ば
相
乗
効
果
を
生
み
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。
峡
南

地
域
の
活
性
化
が
県
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み

で
す
ね
！

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】 観光資源課   TEL 055-223-1573  FAX 055-223-1558

中部横断自動車道山梨～静岡間開通から2年

東海地方のゲートウェイ
峡南地域がこれからアツくなるらしい?

観光資源課

課長補佐 須田 達弥さん

　県が峡南地域５町と連携して立ち上
げた「峡南地域ネクスト共創会議」での
検討に基づき、峡南5町・県及び観光事
業者が一体となって「峡南地域観光振
興戦略」を策定しました。この戦略を羅針
盤として、峡南地域全体が未来に向かっ
て発展するための取り組みを進めます。

CHECK !

　「自然と人が育んだ歴史文化・産業・信仰を体感できる滞
在型観光地」を将来目標像とする3カ年（令和5年度から7
年度まで）の計画です。富士川の名前を冠し、インバウンドに
も訴求できる「HEALING in FUJI VALLEY（ヒーリング イン 
フジ・バレー）」のコンセプトの下、地域資源（自然、産業、歴
史文化、信仰、食）を最大限活用して観光振興を図ります。

峡南地域観光振興戦略とは？

地域が主体となって魅力的な観光
地づくりをすることで、地域住民も地
元に誇りを持てると思います。私たち
も携わっていきたいです。

相乗効果による地域全体の活性化

首都圏からの観光客

外国人観光客

東海地方からの
観光客

歴史・文化

食

産業

信仰

自然

峡南地域は
ココ!

わたしたちが
レポートを
作成しました ！

総合政策学科
4年 山本 一郎さん

国際コミュニケーション学科
3年 佐野 里帆さん

山梨県立大学 国際政策学部観光を通して峡南地域が活性化すれ
ば山梨全体がもっと元気になりそうで
すね！

「峡南地域ネクスト共創会議」で、分野ご
とに課題の解決や地域全体の発展につ
なげるための検討を始めています。今日
はその中から観光分野について、皆さん
と考えていこうと思います。

はい。峡南地域が東海地方のゲートウェ
イ（玄関口）になって中京圏からのアクセ
スが飛躍的に向上し、地域活性化への期
待が高まっています。

中部横断自動車道が静岡まで開通しま
したね。

峡南地域の活性化のために、県ではど
んな取り組みをしていますか？

2021



や
ま
な
し
の〝
そ
う
だ
っ
た
の
か
〞を
学
生
が
レ
ポ
ー
ト

そ
う
か
い
通
信

vol.
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　中
部
横
断
自
動
車
道
の
山
梨
〜
静
岡
間
が
開
通
し
た

こ
と
で
峡
南
地
域
へ
の
観
光
客
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
東
海
地
方
か
ら
の
玄
関
口
で
あ
る
峡
南
地
域

に
、観
光
客
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　山
梨
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
峡
南
地
域

は
、県
内
5
つ
の
圏
域
（
峡
中
、峡
東
、峡
南
、峡
北
、富
士
・

東
部
）
の
中
で
も
観
光
客
数
や
宿
泊
者
数
が
少
な
く
、
外

国
人
宿
泊
者
の
比
率
も
低
い
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　そ
の
一
方
で
、
同
じ
調
査
で
は
訪
れ
た
観
光
客
の
満
足

山梨県

こ
の
地
域
な
ら
で
は
の「
文
化
」に
着
目
し
て
、今
あ
る
も

の
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、「
こ
こ
に
し
か
な
い
価
値
」を
生

み
出
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
事
業
者
、そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
今
回
の
ケ
ー
ス
が
モ
デ
ル
と
な
り
、他
の

地
域
に
も
広
が
る
こ
と
は
山
梨
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。若
い
皆
さ
ん
の
声
も
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

度
が
最
も
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
峡
南
地
域

の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ

と
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
宿
泊
す
る
地
域
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　そ
の
た
め
に
は
広
域
的
な
視
点
で
観
光
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
年
3
月
に
「
峡
南
地
域
観

光
振
興
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　戦
略
で
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
峡
南
地
域
の
価
値

を
伝
え
る
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
や
、
付
加
価
値

の
高
い
観
光
商
品
の
開
発
、
観
光
情
報
の
効
果
的
な

P
R
な
ど
に
つ
い
て
検
討
、
実
施
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

　国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
観
光
地
に
な
り
、
住
民
が
地
域

に
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇
用
が

創
出
さ
れ
て
地
域
全
体
が
豊
か
に
な
る
、
こ
れ
が
戦
略
で

描
く
未
来
の
峡
南
地
域
の
姿
な
の
で
す
。

　す
で
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
は
、
見
ど
こ
ろ
が
点
在
す
る
峡
南
地
域
で
の
移
動
に

ピ
ッ
タ
リ
。
人
気
ア
ニ
メ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
も
実
施
さ
れ

若
者
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
ま
す
ま
す
ア
ツ
く
な
る
峡
南
地
域
に
期
待
し
な

が
ら
、
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の
地
域
観
光
に
必
要
な
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　ま
ず
「
こ
の
地
域
に
し
か
な
い
」
と
い
う
強
み
を
生
か

す
こ
と
で
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
食
な
ど
の
発
信
が

そ
の
地
域
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　も
う
一
つ
は
「
人
の
つ
な
が
り
」
で
す
。
地
域
の
心
温

ま
る
人
々
の
つ
な
が
り
の
中
に
、
観
光
客
を
迎
え
入
れ
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　単
独
で
は
効
果
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
、
関
係
者
が
連

携
す
れ
ば
相
乗
効
果
を
生
み
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。
峡
南

地
域
の
活
性
化
が
県
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み

で
す
ね
！

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】 観光資源課   TEL 055-223-1573  FAX 055-223-1558
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峡南地域観光振興戦略とは？

地域が主体となって魅力的な観光
地づくりをすることで、地域住民も地
元に誇りを持てると思います。私たち
も携わっていきたいです。

相乗効果による地域全体の活性化
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外国人観光客

東海地方からの
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自然
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わたしたちが
レポートを
作成しました ！

総合政策学科
4年 山本 一郎さん

国際コミュニケーション学科
3年 佐野 里帆さん

山梨県立大学 国際政策学部観光を通して峡南地域が活性化すれ
ば山梨全体がもっと元気になりそうで
すね！

「峡南地域ネクスト共創会議」で、分野ご
とに課題の解決や地域全体の発展につ
なげるための検討を始めています。今日
はその中から観光分野について、皆さん
と考えていこうと思います。

はい。峡南地域が東海地方のゲートウェ
イ（玄関口）になって中京圏からのアクセ
スが飛躍的に向上し、地域活性化への期
待が高まっています。

中部横断自動車道が静岡まで開通しま
したね。

峡南地域の活性化のために、県ではど
んな取り組みをしていますか？
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見
ら
れ
た
ス
キ
ル
な
ど
の
要
素
を
加
味
し
て
選

ん
で
い
る
。
選
考
基
準
に
も
ス
ポ
ー
ツ
科
学
が

生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
選
考
の
末
、
23
年
度
の
「
未
来
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
候
補
」
は
20
人
が
選
ば
れ

た
。

　
1
期
生
は
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ホ
ッ

ケ
ー
、レ
ス
リ
ン
グ
、カ
ヌ
ー
の
4
競
技
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
が
、
23
年
度
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。
ラ
イ
フ
ル
射
撃
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
加
え
た
10
競
技
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
山
梨
県
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
育
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
世
界
な
の

で
全
員
が
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
な
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
目
指
す
だ
け

で
な
く
、
こ
の
甲
斐
人
の
一
撃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
人
間
力
を
高
め
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」（
雨
宮
さ
ん
）

　
価
値
観
が
多
様
化
し
、
生
き
方
も
多
様
に

な
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
目
指
す
の
も
「
あ

り
」
だ
。
果
た
し
て
、
こ
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
か

ら
世
界
を
相
手
に
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
出
て
く

る
の
だ
ろ
う
か
。
数
年
後
、
結
果
が
出
る
。

　
国
内
、
い
や
世
界
を
相
手
に
闘
え
る
人
材
を

生
み
出
す
。

　
山
梨
県
が
そ
ん
な
子
ど
も
を
養
成
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は
「
カ
イ
シ
ン
の
イ
チ
ゲ

キ
」。
戦
闘
ゲ
ー
ム
で
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
だ
。

ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
か
。
真
相
を
探
っ

た
。

　　
山
梨
学
院
大
学
の
体
育
館
で
、
小
学
生
た
ち

が
走
り
、
跳
び
、
重
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
た
。

ま
さ
か
、
幼
い
頃
か
ら
戦
士
を
鍛
え
上
げ
る
と

い
う
こ
と
な
の
か
。

　「
私
が
『
カ
イ
シ
ン
の
イ
チ
ゲ
キ
』
を
担
当

し
て
い
る
雨
宮
祐
太
で
す
」

　
現
れ
た
人
物
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当

者
だ
と
い
う
。
想
像
と
は
ま
る
で
違
う
、
爽
や

か
な
青
年
だ
っ
た
。

　「
こ
こ
で
選
抜
し
て
い
る
子
ど
も
は
、
将
来

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
民
体
育
大
会
で
の
活
躍
が

期
待
で
き
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
卵
で
す
」

　
ア
ス
リ
ー
ト
？

　「『
甲
斐
人
の
一
撃
』
と
書
い
て
『
カ
イ
シ
ン

の
イ
チ
ゲ
キ
』
と
読
み
ま
す
。
会
心
の
一
撃
か

ら
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で
す
。
山
梨
の
子

ど
も
が
、
い
つ
か
世
界
に
一
撃
を
与
え
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
」

　
雨
宮
さ
ん
は
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
県
庁
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
に
派
遣
。
協
会
で
は
競
技
力
向

上
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
、
多
く
の
選
手
を

国
内
外
の
大
会
に
送
り
出
し
て
き
た
。

　「
ア
ス
リ
ー
ト
が
が
ん
ば
る
姿
は
本
当
に
格

好
よ
く
て
、応
援
す
る
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
発
掘
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
考
え
た
時
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
競
技
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
県
庁
へ
の
派
遣
は
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
。

国
民
体
育
大
会
や
競
技
団
体
へ
の
激
励
な
ど
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
な
い
状
態
だ
っ

た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な
い

の
で
、
課
内
で
協
議
を
重
ね
て
企
画
を
練
り
上

げ
る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
け

れ
ば
、
こ
の
事
業
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」

　
指
導
者
や
練
習
環
境
の
整
っ
た
競
技
団
体
と

調
整
を
進
め
て
賛
同
を
得
て
、
2
0
2
2
年

8
月
に
1
期
生
の
選
抜
に
こ
ぎ
着
け
た
。
感

覚
神
経
が
発
達
す
る
世
代
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ

ジ
）
に
あ
た
る
小
学
5
年
生
を
体
力
測
定
し
、

1
期
生
20
人
程
度
を
選
抜
。
そ
の
上
で
競
技
を

体
験
で
き
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
や
、
基
礎
能

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
実
技
・
座
学
を
行
う

合
宿
を
開
催
し
て
い
る
。

　
実
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
卵
を
発
掘
す
る
事
業

は
山
梨
県
が
先
進
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

雨
宮
さ
ん
が
参
考
に
し
た
「
先
進
県
」
は
福
岡

と
岩
手
、
山
形
だ
っ
た
。

　
岩
手
の
1
期
生
に
は
、北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
男
子
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
小
林
陵
侑
選
手
が
お
り
、
福
岡
、
岩

手
、
山
形
は
い
ず
れ
も
「
種
目
適
性
型
」
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
た
。

　
種
目
適
性
型
で
は
、
一
つ
の
種
目
に
絞
っ
て

才
能
を
伸
ば
す
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
さ
ま

ざ
ま
な
種
目
を
体
験
し
た
上
で
自
分
に
合
っ
た

競
技
を
探
す
・
選
択
す
る
と
い
う
。

　「
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
マ
ル
チ
ア
ス
リ
ー

ト
は
転
向
で
き
る
強
み
が
あ
る
。
二
刀
流
ど
こ

ろ
か
三
刀
流
だ
っ
て
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
そ

ん
な
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
能
力
を
持
つ
子
ど
も
を
支

え
て
い
き
た
い
」

　「
甲
斐
人
の
一
撃
」
が
種
目
適
性
型
に
な
っ

た
理
由
を
雨
宮
さ
ん
は
そ
う
明
か
す
。

　
県
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
競
技
団
体

の
関
係
者
、
県
内
の
大
学
教
授
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

ク
タ
ー
や
ト
レ
ー
ナ
ー
ら
で
、
子
ど
も
の
育
成

戦
略
や
体
験
競
技
選
び
な
ど
、
未
来
の
ア
ス

リ
ー
ト
の
た
め
に
議
論
す
る
場
と
な
っ
て
い

る
。

　
23
年
1
月
中
旬
、
合
宿
が
行
わ
れ
た
。
メ

ニ
ュ
ー
の
一
つ
「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
調
整
」

で
は
、
健
康
科
学
大
学
の
粕
山
達
也
・
理
学
療

法
学
科
長
が
登
壇
。
競
技
特
性
に
応
じ
て
、
疲

労
し
や
す
い
筋
肉
や
負
担
が
か
か
る
関
節
な
ど

を
解
説
し
、
具
体
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
を

教
え
た
。

　
子
ど
も
を
支
え
る
保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
っ
た
。
栄
養
面
や
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成

す
る
に
当
た
っ
て
大
人
が
意
識
し
て
お
く
べ
き

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
は
専
門
家
の
講

義
を
聞
い
て
い
た
。

　
合
宿
の
目
玉
は
、
山
梨
が
輩
出
し
た
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
だ
。

　
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

た
レ
ス
リ
ン
グ
の
乙
黒
圭
祐
・
拓
斗
兄
弟
が
実

際
に
指
導
し
た
。
拓
斗
選
手
が
金
メ
ダ
ル
（
男

子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
65
キ
ロ
級
）
を
見
せ
る
と
、

子
ど
も
は
興
味
津
々
だ
っ
た
。
雨
宮
さ
ん
は「
乙

黒
兄
弟
は
、
こ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
今
後

も
協
力
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
心
強

い
で
す
」
と
話
す
。

　
2
期
生
の
選
抜
に
向
け
て
1
月
に
開
か
れ

た
体
力
測
定
会
に
は
、
県
内
全
域
か
ら
約
80
人

の
小
学
4
年
生
が
参
加
し
、
身
長
・
体
重
、
20

メ
ー
ト
ル
走
な
ど
5
つ
の
測
定
項
目
に
挑
戦
し

た
。

　
測
定
結
果
だ
け
で
な
く
、
測
定
の
際
に
垣
間

「
甲
斐
人
の
一
撃
」と
書
い
て

「
カ
イ
シ
ン
の
イ
チ
ゲ
キ
」

コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
だ
っ
た
か
ら
…

二
刀
流
ど
こ
ろ
か
三
刀
流
も
可
能
な

マ
ル
チ
ア
ス
リ
ー
ト
に

ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る

23
年
度
は
20
人
が
10
競
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

応援に来た乙黒圭祐選手（中央白の服、左）と拓斗選手（同、右）

「甲斐人の一撃」担当者の雨宮さん

甲
斐
の
国
か
ら
世
界
に
一
撃
を

は
ば
た
け
！
未
来
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

子
ど
も
を
世
界
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
育
て
る「
甲
斐
人
の
一
撃
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
狙
い
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

や
ま
な
し 

i
n 

d
e
p
t
h
か
ら
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
お
届
け
し
ま
す
。

やまなし in depth
フルバージョンはこちらから

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。
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見
ら
れ
た
ス
キ
ル
な
ど
の
要
素
を
加
味
し
て
選

ん
で
い
る
。
選
考
基
準
に
も
ス
ポ
ー
ツ
科
学
が

生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
選
考
の
末
、
23
年
度
の
「
未
来
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
候
補
」
は
20
人
が
選
ば
れ

た
。

　
1
期
生
は
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ホ
ッ

ケ
ー
、レ
ス
リ
ン
グ
、カ
ヌ
ー
の
4
競
技
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
が
、
23
年
度
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。
ラ
イ
フ
ル
射
撃
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
加
え
た
10
競
技
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
山
梨
県
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
育
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
世
界
な
の

で
全
員
が
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
な
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
目
指
す
だ
け

で
な
く
、
こ
の
甲
斐
人
の
一
撃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
人
間
力
を
高
め
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」（
雨
宮
さ
ん
）

　
価
値
観
が
多
様
化
し
、
生
き
方
も
多
様
に

な
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
目
指
す
の
も
「
あ

り
」
だ
。
果
た
し
て
、
こ
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
か

ら
世
界
を
相
手
に
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
出
て
く

る
の
だ
ろ
う
か
。
数
年
後
、
結
果
が
出
る
。

　
国
内
、
い
や
世
界
を
相
手
に
闘
え
る
人
材
を

生
み
出
す
。

　
山
梨
県
が
そ
ん
な
子
ど
も
を
養
成
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は
「
カ
イ
シ
ン
の
イ
チ
ゲ

キ
」。
戦
闘
ゲ
ー
ム
で
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
だ
。

ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
か
。
真
相
を
探
っ

た
。

　　
山
梨
学
院
大
学
の
体
育
館
で
、
小
学
生
た
ち

が
走
り
、
跳
び
、
重
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
た
。

ま
さ
か
、
幼
い
頃
か
ら
戦
士
を
鍛
え
上
げ
る
と

い
う
こ
と
な
の
か
。

　「
私
が
『
カ
イ
シ
ン
の
イ
チ
ゲ
キ
』
を
担
当

し
て
い
る
雨
宮
祐
太
で
す
」

　
現
れ
た
人
物
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当

者
だ
と
い
う
。
想
像
と
は
ま
る
で
違
う
、
爽
や

か
な
青
年
だ
っ
た
。

　「
こ
こ
で
選
抜
し
て
い
る
子
ど
も
は
、
将
来

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
民
体
育
大
会
で
の
活
躍
が

期
待
で
き
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
卵
で
す
」

　
ア
ス
リ
ー
ト
？

　「『
甲
斐
人
の
一
撃
』
と
書
い
て
『
カ
イ
シ
ン

の
イ
チ
ゲ
キ
』
と
読
み
ま
す
。
会
心
の
一
撃
か

ら
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で
す
。
山
梨
の
子

ど
も
が
、
い
つ
か
世
界
に
一
撃
を
与
え
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
」

　
雨
宮
さ
ん
は
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
県
庁
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
に
派
遣
。
協
会
で
は
競
技
力
向

上
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
、
多
く
の
選
手
を

国
内
外
の
大
会
に
送
り
出
し
て
き
た
。

　「
ア
ス
リ
ー
ト
が
が
ん
ば
る
姿
は
本
当
に
格

好
よ
く
て
、応
援
す
る
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
発
掘
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
考
え
た
時
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
競
技
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
県
庁
へ
の
派
遣
は
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
。

国
民
体
育
大
会
や
競
技
団
体
へ
の
激
励
な
ど
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
な
い
状
態
だ
っ

た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な
い

の
で
、
課
内
で
協
議
を
重
ね
て
企
画
を
練
り
上

げ
る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
け

れ
ば
、
こ
の
事
業
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」

　
指
導
者
や
練
習
環
境
の
整
っ
た
競
技
団
体
と

調
整
を
進
め
て
賛
同
を
得
て
、
2
0
2
2
年

8
月
に
1
期
生
の
選
抜
に
こ
ぎ
着
け
た
。
感

覚
神
経
が
発
達
す
る
世
代
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ

ジ
）
に
あ
た
る
小
学
5
年
生
を
体
力
測
定
し
、

1
期
生
20
人
程
度
を
選
抜
。
そ
の
上
で
競
技
を

体
験
で
き
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
や
、
基
礎
能

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
実
技
・
座
学
を
行
う

合
宿
を
開
催
し
て
い
る
。

　
実
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
卵
を
発
掘
す
る
事
業

は
山
梨
県
が
先
進
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

雨
宮
さ
ん
が
参
考
に
し
た
「
先
進
県
」
は
福
岡

と
岩
手
、
山
形
だ
っ
た
。

　
岩
手
の
1
期
生
に
は
、北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
男
子
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
小
林
陵
侑
選
手
が
お
り
、
福
岡
、
岩

手
、
山
形
は
い
ず
れ
も
「
種
目
適
性
型
」
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
た
。

　
種
目
適
性
型
で
は
、
一
つ
の
種
目
に
絞
っ
て

才
能
を
伸
ば
す
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
さ
ま

ざ
ま
な
種
目
を
体
験
し
た
上
で
自
分
に
合
っ
た

競
技
を
探
す
・
選
択
す
る
と
い
う
。

　「
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
マ
ル
チ
ア
ス
リ
ー

ト
は
転
向
で
き
る
強
み
が
あ
る
。
二
刀
流
ど
こ

ろ
か
三
刀
流
だ
っ
て
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
そ

ん
な
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
能
力
を
持
つ
子
ど
も
を
支

え
て
い
き
た
い
」

　「
甲
斐
人
の
一
撃
」
が
種
目
適
性
型
に
な
っ

た
理
由
を
雨
宮
さ
ん
は
そ
う
明
か
す
。

　
県
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
競
技
団
体

の
関
係
者
、
県
内
の
大
学
教
授
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

ク
タ
ー
や
ト
レ
ー
ナ
ー
ら
で
、
子
ど
も
の
育
成

戦
略
や
体
験
競
技
選
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な
ど
、
未
来
の
ア
ス

リ
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に
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。
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達
也
・
理
学
療

法
学
科
長
が
登
壇
。
競
技
特
性
に
応
じ
て
、
疲

労
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や
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や
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な
ど

を
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説
し
、
具
体
的
な
ス
ト
レ
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チ
の
方
法
を
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た
。

　
子
ど
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を
支
え
る
保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
っ
た
。
栄
養
面
や
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成

す
る
に
当
た
っ
て
大
人
が
意
識
し
て
お
く
べ
き

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
は
専
門
家
の
講

義
を
聞
い
て
い
た
。

　
合
宿
の
目
玉
は
、
山
梨
が
輩
出
し
た
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
だ
。
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東
京
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リ
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ッ
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に
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し
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黒
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・
拓
斗
兄
弟
が
実

際
に
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し
た
。
拓
斗
選
手
が
金
メ
ダ
ル
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子
フ
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ス
タ
イ
ル
65
キ
ロ
級
）
を
見
せ
る
と
、

子
ど
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は
興
味
津
々
だ
っ
た
。
雨
宮
さ
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乙

黒
兄
弟
は
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こ
う
い
う
プ
ロ
グ
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ム
な
ら
今
後

も
協
力
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
心
強

い
で
す
」
と
話
す
。

　
2
期
生
の
選
抜
に
向
け
て
1
月
に
開
か
れ

た
体
力
測
定
会
に
は
、
県
内
全
域
か
ら
約
80
人

の
小
学
4
年
生
が
参
加
し
、
身
長
・
体
重
、
20

メ
ー
ト
ル
走
な
ど
5
つ
の
測
定
項
目
に
挑
戦
し

た
。

　
測
定
結
果
だ
け
で
な
く
、
測
定
の
際
に
垣
間

「
甲
斐
人
の
一
撃
」と
書
い
て

「
カ
イ
シ
ン
の
イ
チ
ゲ
キ
」

コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
だ
っ
た
か
ら
…

二
刀
流
ど
こ
ろ
か
三
刀
流
も
可
能
な

マ
ル
チ
ア
ス
リ
ー
ト
に

ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る

23
年
度
は
20
人
が
10
競
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

応援に来た乙黒圭祐選手（中央白の服、左）と拓斗選手（同、右）

「甲斐人の一撃」担当者の雨宮さん

甲
斐
の
国
か
ら
世
界
に
一
撃
を

は
ば
た
け
！
未
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の
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プ
ア
ス
リ
ー
ト

子
ど
も
を
世
界
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
育
て
る「
甲
斐
人
の
一
撃
」

プ
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ク
ト
の
狙
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や
取
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に
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e
p
t
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ら
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で
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ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1 ： 今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?
問2：富士山登山鉄道構想についてどう思いますか?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。

●締め切り
8月31日（木）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は
賞品の発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただ
くことがあります。

●応募先
山梨県広聴広報グループ
「ふれあい読者プレゼント」係
〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1

次の①～⑤とアンケートにご回答ください。応募は「はがき」ま
たは「応募フォーム」でお願いします。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号

アンケートに答えて応募しよう!

「おいしい未来へ  やまなし」については、
県ホームページをご覧ください。

「富士の介の生の切り身（約１００ｇ×４切セット）」 抽選で5名の方に！
おいしい未来へ  やまなし

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

Facebook 広報番組県ホームページ 広報誌Twitter

県政情報発信中！

YouTube

商品提供：割烹みつい
応募フォームは
こちら

や
ま
な
し
の
県
有
林
は
、森
林
管
理

認
証
を
取
得
し
、世
界
的
な
基
準
で

豊
か
な
森
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和

5 年
8 月

1 日 （
季
刊
） 山
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【巻頭】
令和5年度6月補正予算 豊かさ共創社会に向け加速!


